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吉
田
顕
一
一

!
日
想
録
・
天
僕
随
筆
』
補
遺

i
l
i

ハ
一
八
四
八
i

一
九
二
四
〉
の
こ
と

ま
え
が
き

自

次

ま
え
が
き

明
間
想
録i
天
僕
随
筆
』
の
こ
と

藤
沢
宮
阪
撰
「
碑
文
」
の
こ
と
・
他

四

府
立
大
阪
医
学
校
・
病
院
へ
米
任
の
こ
と

務
者
の
こ
と

J …A 

ノ、

「
弘
済
刊
記
」
の
こ
と
(
明
日ω
〉

判
保
一
一
刈
利
回
論
』
の
こ
と
(
間
的
位
、
大

2

〉

「
翌
一
地
銀
」
の
こ
と
(
大2!

日
)

ザじノ1、九

寄
附
行
為
の
こ
と
(
大
口
)

む
す
び

私
が
古
m
m剛
一
一
一
の
こ
と
に
関
心
を
も
ち
は
じ
め
た
の
は
、
彼
の

吋
保
存
利

国
論
b
を
大
阪
の
古
本
原
で
み
つ
け
た
戦
前
昭
和
十
年
代
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

2 

丸

省
寸

!11 

つ
ぎ
は
、
昭
和

年
か
ら
四
十
八
年
ま
で
大
阪
大
学
に
校
職
中
、
教
授
会

の
ひ
ら
か
れ
る
会
議
室
に
は
大
阪
大
学
低
学
部
の
前
身
で
あ
る
大
阪
府
病
院
法
び

に
伝
学
校
の
創
立
か
ら
関
係
の
ふ
か
い
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
二
名
ハ
ボ
i

ド
ウ
ィ
ン
、

エ
ル
メ
レ
ン
ス
〉
と
日
本
人
校
長
一
一
一
名
公
口
出
願
一
一
一
、
消
野
弟
、
佐
多
愛
彦
〉
の

時
中
間
高
く
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
つ
い
つ
い
古
問
顕

の
事
蹟
の
こ

と
に
関
心
を
ふ
か
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
藤
野
桜
一
一
一
郎
教
綬
か
ら
、
h
h

間
顕
一
一
一
の
孫
娘
、
が
当
時
樹
立
予
防
衛
生
研
究
所
の
所
長
中
村
敬
三
氏
の
夫
人
で
あ

る
と
紹
介
さ
れ
、
中
村
敬
三
氏
宅
を
訪
問
し
、

い
ろ
い
ろ
教
示
を
う
け
た
。
そ
の

時
、
土
日
間
顕
一
一
一
の
吋
閉
想
録
夫
僕
随
筆
』
の
筆
録
者
河
村
古
子
嬢
そ
の
人
が
他

な
ら
ぬ
中
村
夫
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
昭
和
四
十
年
十
一
月
十
六
臼
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
逃
品
を
拝
見
し
た
と
き
、
私
は
次
の

一
つ
の
文
書
「
弘
昨
日

記
」
、

-
ハ
本
朝
大
統
記
と
を
拝
借
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
日
、
大
阪
に
お
け
る

の

で
あ
る
著
名
な
医
巾
人
中
者
中
野
操

同
士
に
古
川
顕
三
に
凶
す
る
研
究
文
献
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
た
が
、
寡
聞
に
し

て
存
ぜ
ぬ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
が
、
古
出
顕
一
一
一
の
こ
と
に
つ
い
て
次

第
に
私
の
関
心
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。



と
一
一
台
う
の
も
、
士
口
問
顕
一
一
一
の
訳
本
の
際
若
リ
ン
ド
ハ
イ
ム
の

ω
と
口
氏
ω
3
2
B

吉
江
田
は
古
口
問
が
興
味
を
も
っ
た
と
同
慌
に
、
私
に
と
っ
て
も
突
に
興
味
の
ふ
か

い
問
問
題
を
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
十
九
段
紀
米
の

昔
話
だ
と
一
一
一
一
日
で
片
づ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、

臼
本
の
現
在
二
十
位
紀
の
問

題
と
切
っ
て
も
出
切
り
は
な
せ
な
い
問
題
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

訳
述
へ
の
彼
の
執
心
ぶ
り
に
一
方
な
ら
ず
感
激
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
吋
保
奇
利
国
論
』
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
米
発
表
の
原
稿
(
「
袈
運

録
」
〉
が
、
た
と
え
そ
れ
が
泣
放
へ
の
た
め
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
保

を
出
版
し
た
あ
と
、

」
の
論
文
を
か
き
あ
げ
る
の
に
十
年
余
を
要
し
、

の
問
、
彼
が
病
床
に
あ
り
、
布
子
の
自
由
を
失
い
、
左
手
で
か
い

の
原
稿

を
直
接
手
に
と
っ
て
み
た
と
き
、
そ
れ
が
最
期
の
枕
到
に
泣
か
れ
で
あ
っ
た
と
知

ら
さ
れ
た
と
き
、
言
い
よ
う
の
な
い
感
激
に
う
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
原
稿
を
無
期
限
拝
借
の
許
可
を
得
て
、
通
読
す
る
の
使
宜
を
与
へ
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
で
一
隠
私
を
し
て
古
閃
顕
一
一
一
と
の
関
係
を
ふ
か
く
か
か
わ
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
顕
一
一
一
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彼
の
『
回
想
録i
一
大
僕
随
筆
』
で
大
略
知
り

う
る
が
、
説
、
が
と
り
組
ん
だ
学
術
上
の
事
践
に
つ
い
て
は
、ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
と

こ
ろ
が
な
い
の
で
、
本
稿
は

し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
多
少
の
新
知
見
守
}
得

た
の
で
そ
れ
を
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。

し
か
し
学
術
上
の
問
題
と
き
り
は
な
せ

な
い
、
彼
の
回
想
録
か
ら
の
引
用
も
必
要
な
も
の
は
援
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

『
回
想
録l
天
僕
随
筆
』
の
こ
シ
」

吋
間
想
録
』

に
つ
い
て
は
、
同
窓
「
版
」
に
お
い
て
岩
山
義
玄
が

の

次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

先
生
、
設
に
街
胸
を
京
都
丸
太
町
東
三
本
木
な
る
、
山
紫
水
明
山
陽
碑
畔
の

別
竪
に
務
一
ふ
や
、
住
時
を
凶
想
す
る
ん
慨
に
、
愛M
m河
村
行
口
子
践
を
し
て
み
ノ
~
を
筆

録
せ
し
め
、
楽
め
て
巻
を
な
せ
り
。

余
住
訪
の
時
、
の
こ
と
に
及
ふ
。
余
日
く
、
先
生
の
生
涯
録
し
て
殆

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ん
ど
漏
る
与
な
し
。
然
れ
と
も
、
中
に
著
書
の
こ
と
あ
る
を
見
す
。
思
ふ
に
先

t
 

d太
汀ι白

生
の
著
書
は
、
我
邦
医
学
波
発
の
資
料
と
な
れ
る
も
の
砂
な
か
ら
す
、
希
く
は

y c 

此
一
欄
を
加
へ
ら
れ
ん
こ
と
を
、
と
。
先
生
笑
ふ
て
容
へ
す
他
を
云
へ
り
、
故

に
余
も
亦
京
ね
て
之
を
…
お
は
さ
り
き
。
何
そ
関
ら
ん
、
出
胸
俄
に
革
ま
り
再
ひ

起
つ
能
は
さ
る
に
至
れ
り
、
先
生
其
起
た
さ
る
を
知
る
や
、
急
報
余
を
別
m
u
L
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

招
き
、
枕
版
本
書
の
編
付
掛
か
}
掘
す
。
一
一
監
払
へ
と
も
去
ら
す
。
大
正
十
三
年
二
一

月
一
日
終
に
不
帰
の
容
と
な
り
に
き
。
同
月
一
一
一
日
逃
振
を
東
山
渋
谷
に
茶
m
Aし
、

時
し
く
九
日
大
阪
四
天
王
寺
に
葬
る
。
人
公
葬
の
諸
民
五
百
有
余
名
。
喪
主
嗣
子

(
マ
マ
)

古
閑
替
氏
、
導
師
広
教
寺
連
技
梅
上
等
融
法
的
、
法
号
貫
通
院
釈
顕
…
一
一
信
士
、

政
に
先
生
の
功
訟
を
煙
滅
す
る
に
忍
ひ
す
、
記
憶
に
存
す
る
著
書
の
名
称
を
録

し
、
併
せ
て
墓
碑
の
文
と
、
当
日

4諸
氏
朗
読
の
弔
辞
と
を
掲
け
、
以
て
之
を
投

に
代
ふ
。の

編
纂
は
、
以
上
述
ふ
る
が
如
く
、
著
者
に
諮
る
の
暇
な
く
、
勿
々
に

成
れ
る
も
の
、
従
て
魯
魚
の
誤
り
亦
多
か
ら
ん
、
読
者
之
を
諒
せ
ら
れ
ん
こ
と

を

大
正

問
月
十
八
日

Q
M
想
録
』
一
…
一
一
一
九
!
一
一
一
一
一
一

O
頁
、
文
中
傍
点
は
筆
者
〉

こ
れ
が
脊
湾
岩
間
義
玄
の
一
一
品
せ
る
践
の
全
文
で
あ
る
。
吉
田
顕
一
一
一
が
大
正
十
一
一
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library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



年
一
一
一
月
一
日
に
死
去
し
、
葬
儀
が
月
九
日
に
お
わ
り
、
本
書
の
印
刷
は
六
月
十

五
日
、
発
行
は
六
月
二
十
日
、
発
行
者
は
吉
田
誌
で
、
非
売
品
。
印
刷
所
は
大
眼

市
北
区
市
之
町
ニ
二
呑
地
の
斎
藤
竹
生
館
と
本
番
奥
付
に
あ
る
。

間
み
に
「
回
想
録
」
の
内
容
を
列
記
す
れ
ば
、
緒
一
一
一
口
ω
学
童
時
期
ω
J
ω
甫
め

て
医
家
の
門
に
入
る

ω
米
岡
氏
の
三
亦
舎
に
入
る
凶
J

附
児
玉
有
成
氏
の
門
に
入

る
川w
j
川
聞
大
阪
に
遊
学
す
川W
J
問
符
び
京
阪
に
遊
学
す

M
M
J間
清
水
谷
侍
従
に
飽

ひ
函
館
に
赴
任
す
間
J

倒
青
森
港
の
冬
営
仰
J

側
m
T鉄
艦
乗
込
側
J

帥
闘
館
の
進

撃
帥
J

側
函
館
賊
徒
追
討
日
記
倒
陸
中
間
鉄
ケ
崎
宮
古
戦
争
記
倒
J

倒
松
前
福
山

城
合
戦
の
事
側
J

倒
商
館
戦
争
記
倒
J

側
関
館
鎮
定
日
間
川
に
帰
艦
す
側J
制
丁
卯

齢
乗
組
医
官
と
な
る
例
J

側
横
浜
海
軍
仮
病
院
出
任
制
J

附
欽
州
留
学
問
J

同
洋

行
途
上
側
J

側
船
中
の
所
見
旅
中
の
所
感
側

J
m
倫
敦
到
若
後
の
数
日
間
J

山
留

学
中
の
住
関
凶
J

山
英
語
学
の
修
抜
本
山
医
学
本
科
修
業
の
順
序
山
J
m
外
科
学
卒

業
試
験
問

j
m
限
科
山
中
〈
地
の
研
究
山
積
痘
の
実
習
出J
m
産
科
取
扱
m
J
m
向
山
学

中

c
a
s
E

々
の
c
ロ
目
的
再
教
授
・
助
教
授
及
ひ
助
手
m
l
m
留
学
中
交
際
を
結

ひ
し
人
m
J
M
留
学
中
の
苦
悩

m
J
削
帰
朝
の
準
備
捌
J
m
帰
航
中
所
感
m
J
凶

海
筆
中
本
職M
J
M
大
阪
府
立
病
院
長
及
医
学
校
長
就
任
問
J
m
私
立
古
凹
病
院
の

経
営
m
l
m
医
師
の
諸
団
体
と
の
関
係
則
的
海
箪
医
話
会
円
低
事
会
同
社
の
再
興

〈
マ
マ
)

付
時
習
社
の
奈
川
門
大
阪
興
医
学
校
の
創
立
同
大
坂
医
学
会
創
立
の
事
部
民
業
団
体

に
関
す
る
事
・
医
会
及
び
医
師
会
邸

J
m
医
師
法
の
発
布
波
に
近
畿
医
師
懇

z脱

会
・
医
師
会
設
立
の
本
揃

J

即
私
立
吉
田
病
院
閉
鎖
後
の
生
活
即

J
m
官
省
、
静

令
、
命
令
m
J
m
恩
典
、
賞
典
、
賞
状
m
J
m
民
間
諮
問
体
、
賞
品
、
紀
章
、
感

謝
状
m
J
加
赤
十
字
社
、
鰯
託
、
有
功

a章
、
親
王
賜
書
m
J
加
北
清
事
変
、
弘
済

丸
乗
組
の
事
m
J
捌
戦
後
利
斡
巡
遊
記
m
J
加
富
士
投
山
の
事
m
m
j
m世
界
巡
遊

中
止
の
事
捌
余
内
仰
を
得
た
れ
は
愛
に
家
系
の
事
を
略
記
し
股
か
ん
捌J
m
和
歌
百

首
m
春
の
部
制
J

加
夏
の
部
制
J
m
秋
の
部
制
J

加
冬
の
部
m
J
拙
雑
の
部
制
l

m
漢
詩
川
町
J
m蹴
・
青
湾
山
祖
国
義
玄
誌
捌

J

側
先
生
の
著
書
制
l

捌
碑
文m
J制

弔
詩
制
J
M州
葬
儀
当
日
役
割
抑
J

聞
大
阪
初
日
新
聞
記
事
、
広
告
叩
J

制
以
上

(
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
ペ
ー
ジ
数
〉

4 

こ
の
回
想
録
の
記
事
は
ま
さ
し
く
「
先
生
の
生
涯
録
し
て
殆
ん
ど
漏
る

L

な

し
」
の
感
を
深
か
く
す
る
。
生
渡
の
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
突
に
文
化
史
的
に

興
味
深
く
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
の
稿
に
お
い
て
は
随
時
必
要

に
応
じ
て
引
用
す
る
に
止
め
る
。
た
だ
総
沢
南
岳
撰
「
的
問
文
」
は
簡
切
な
の
で
次

に
か
か
げ
彼
の
生
涯
の
一
裂
に
資
せ
ん
。

藤
沢
南
岳
撰
「
碑
文
」

の
こ
と
・
他

海
軍
軍
医
大
監
正
六
位
熱
六
等
古
閉
鎖
…
一
一
。
東
嶋
第
一
一
一
不

J
也
。
嘉
、
水
元
年
四
月

八
日
生
於
芸
州
山
県
郡
。
少
志
於
医
。
初
就
末
回
叫
枠
制
学
出
籍
。
後
専
心
子
医
学
。

一
克
治
元
年
遊
大
阪
。
聴
松
本
願
講
医
学
。
慶
応
元
年
長
肪
征
伐
之
変
。
滞
日
以
(
守
国

喧
。
乃
請
療
軍
夫
之
傷
病
。

年
上
京
。
入
商
周
説
。
修
英
学
。
明
治
元
年
。
加

箱
館
府
総
智
之
一
行
。
在
五
稜
郭
内
。
従
軍
隊
奔
走
。
及
官
軍
不
利
。
越
海
退
停

青
森
。
二
年
叩
鉄
般
医
官
孜
孜
務
職
。
以
功
賜
一
時
官
禄
。
繭
後
在
海
軍
。
時
効

子
陸
。
五
年
受
命
到
英
割
。
際
学
七
年
。
専
攻
医
学
利
。
十
一
年
冬
在
家
医
少
獄
。

後
経
中
監
進
大
監
。
賜
位
記
補
医
務
局
副
長
海
軍
病
院
長
等
。
十
四
年
転
任
大
阪

医
学
校
長
兼
同
病
院
長
。
或
為
地
方
衛
生
会
委
員
。
或
為
虎
列
社
病
抗
長
。
サ
ニ

一
月
諮
罷
職
。
九
月
創
立
私
立
病
院
予
高
麗
怖
畔
。
十
二
年
間
関
失
。
舟
…
一
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清
問
問
有
土
匪
乱
。
特

方 f:FI 童話三の}~~・i'l]天王寺主主地

ー
?
→
:
ミ

I
4
1
1
t

上
心
リ
立
つ
沸
斗!ι←
討
が

v
v

船
弘
済
同
ゲ
院
長
療
各

関
傷
兵
。
依
功
賜
勲

ー
」

I

、
九
L
o
-
-

、
品

9
4
1
r
M

註
祭
主
治

J
i
H
T
'
L
f

総
裁
彰
仁
親
王
授
有

功
章
。
副
以
手
筆
弘

済
審
制
。
仏
国
大
統

一
一
一
等
勲
章
。
舟
一
一
一
年
巳
後
選
挙
衆
議
院
議
員
前
後
ニ
図
。
招
財
於
公
共
数
一
針
。
尽

領
亦
贈
カ
ム
ホ
チ
ユ

者
也

大
一LE

月
一
日
病
佼
。
平
年
七
十
有
七
。

力
於
夷
衛
生
之
挙
不
湛
。
故
受
賞
典
賞
状
三
十
有
余
。
又
著
述
数
種
。
背
開
設
事

室
希
以
。
東
京
斉
藤
栄
第
二
女
。
安
政
六
年
正
月
十
五
日
生
。
為
人
率
直
些
一
山

大
正
七
年
六
月
サ
五
日
病
問
状
。
市
刀
名
一
穀
承
父
業
突
。

不
容
。
能
治
家
。
能
助
犬
。
於
子
女
教
育
最
尽
力
。
所
挙
一
男
囲
女
。
長
女
夫
。

正
五
位
十
凶
岳
藤
沢
恒
撰
井
書
男
一
殻
建
立

こ
こ
に
掲
げ
た
碑
文
は
藤
沢
南
岳
の
撰
弁
護
に
て
、
簡
に
し
て
明
、
古
口
問
顕
一
一
一

三
三
頁
〉
、
但
し
次
の
吉
田
の
「
回
想
録
」
一
六
八
i

の
生
涯
を
記
し
て
あ
る
の
で
、
原
文
の
ま
ま
引
用
し
た
が
ハ
回
想
録
・
一
一
一
一
一
三

l
l

一
一
一

六
九
頁
の
記
事
が
「
顕

士
口
問
顕
一
一
一
病
に
か

L

る

の
発
病
」
以
後
の
本
稿
の
問
題
に
直
接
か
か
わ
る
の
で
念
の
為
附
記
し
て
お
こ
う

o

J
吋

「
明
治
一
一
一
十
八
年
、
京
都
岡
崎
町
に
一
家
を
求
め
、
時
々
其
山
水
を
友
と
し
、

問
問
十
二
年
、
東
京
に
於
て
亦
一
家
を
求
め
ん
と
し
て
上
京
し
、
牛
込
仲
之
町
に

相
当
の
家
あ
り
し
か
は
、
之
を
質
約
せ
り
、
共
同
市
路
身
体
不
和
を
覚
え
、
問
問
阪
後

汎
発
性
神
経
炎
を
発
し
、
苦
術
数
月
に
及
へ
り
、
莫
非
(
主
と
し
て
塩
英
軍
鰐
魯

比
山
山
口
剤
〉
の
注
射
に
、一
時
の
小
康
を
得
る
も
、
薬
力
去
れ
は
、
苦
痛
復
た
一
五

ふ
へ
か
ら
す
、
家
族
を
倒
ら
せ
、
医
師
を
闘
ら
せ
、
看
護
婦
を
閤
ら
せ
、日
夜
坤

k
l
、

Aノ
、
守
山
札
山
岡
市

t
u、

札
μ
η
k
v
k
y
A
A
b
J
4
L
J

不
快
同
行
ふ
る
に
物
な
し
、
河
野
徹
志
、
河
野
一
造
、
高
安
道
太

郎
、
岩
間
義
玄
、
片
開
校
、
大
谷
多
問
、
大
西
鍛
、
中
川
和
三
郎
等
の
諸
氏
配
慮

し
、
京
都
民
科
大
学
中
西
氏
の
米
診
を
う
け
、
片
岡
、
岩
間
、
中
川
の
一
一
一
氏
は
、

交
訴
宿
夜
月
余
に
及
へ
り
、
十
一
点
加
の
絶
頂
に
は
、
田
技
の
運
動
全
失
し
、
全
身
疹

ぃ
加
、
切
る
か
如
く
刺
す
か
如
し
、
病
漸
く
怠
る
に
伴
れ
て
、

の
機
能
給
や
懐

復
し
た
れ
と
も
、

は
全
く
其
作
用
を
ふ
八
ひ
、
下
肢
は
両
つ
な
か
ら
、
作
用
半

ふ
八
せ
り
、
其
後
一
一
一
年
を
総
て
脳
髄
血
を
発
せ
し
も
、に
経
症
な
り
き
、
さ
れ
と

前
症
依
然
胎
り
て
、
愈
よ
路
疾
と
な
り
、
人
の
扶
け
を
絡
ら
さ
れ
は
、
起
臥
歩
行

も
為
す
こ
と
能
は
さ
る
に
歪
れ
り
、
只
精
神
は
明
確
な
れ
と
も
、
頗
る
神
経
過
敏

と
な
れ
り
、
又
、
時
に
不
蹴
使
、
泌
に
苦
し
む
、
大
正
七
年
、
京
都
岡
崎
町
の
家
を

売
り
、
こ
れ
に
代
る
に
、
吏
に
現
議
院
町
に
一
家
を
求
む
、
同
年
六
月
一
安
を
亡
ふ
、

一
安
の
病
は
脳
溢
血
な
り
き
、

大
正
八
年
、
思
護
院
町
の
家
を
売
り
、
大
阪
今
慌
の
本
宅
に
移
る
、
同
年
の
暮
復

た
京
都
三
本
木
に
官
官
家
を
構
ひ
、
自
に
改
築
に
若
手
し
、
翌
年
三
月
略
ほ
務
成
を

告
く
、

大
正
九
年
一
月
、
長
男
一
殺
、
一
部
同
大
学
修
学
中
、
流
行
性
感
冒
に
躍
り
、
肺
炎

を
併
発
し
、
同
月
大
学
病
院
に
於
て
死
亡
し
、
一
穀
の
委
し
け
亦
問
所
に
於
て
同

患
に
躍
り
、
問
年
一
一
一
月
続
て
死
亡
せ
り
、只
余
一
人
、
病
販
を
以
て
存
命
す
。

吉田里高三三 (1848-1924) のこと5 
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大
正
十
年
六
月
、
東
京
麹
町
区
下
二
存
町
に
一
家
を
求
め
、
之
を
別
荘
と
す
、
」

(
同
会
・
二
ハ
八i

一
七
O
頁
)

(ロ)

吉
田
の
家
族
の
こ
と

さ
ら
に
「
余
白
を
得
た
れ
は
愛
に
家
系
の

を
略
記
し
設
か
ん
」
(
問
惣
脱
却

九
O
i
一
一
九
一
頁
〉
と
書
き
誌
る
す
一
文
の
後
半
の
部
分
を
こ
こ
に
の
せ
る
。

「
余
は
、
明
治
十
一
一
一
年
五
月
三
十
日
、
斉
藤
栄
の
五
女
希
以
子
を
迎
へ
て
安
と
す
、

伺
十
五
年
九
月
、

一
'
K朝
子
を
生
む
、
同
十
八
年

月
、
ニ
女
三
代
子
を
生
む
、

同
二
十
一
年
、
長
男
一
殺
を
生
む
、
同

年
、
一
一
一
女
博
子
を
生
め
り
、

朝
子
は
、
明
治
一
一
一
十
六
年
、
河
村
民
平
に
嫁
す
、
三
代
子
は
河
閉
十
一
年
、
飯
塚

孝
真
に
嫁
す
、
時
子
は
、
間
四
十
二
年
、
杉
一
郎
に
嫁
す
、

一
殻
は
、
大
正
五
年
、

関
川
孫
一
五
郎
長
女
古
川
げ
子
を
迎
え
一
設
と
す
、

一
安
希
以
子
は
、
大
正
七
年
六
月
二
十
五
日
、
京
都
聖
護
院
の
仮
寓
に
於
て
逝
き
、

長
男
一
殺
は
、
同
九
年
一
月
二
十
八
日
、
九
州
医
科
大
学
勤
務
中
、
同
所
に
於
て

死
し
、
立
ハ
姿
古
川
げ
子
も
亦
、

一
月
十
九
日
、
同
し
く
福
剖
に
於
て
捜
し
ぬ
。

老
体
今
独
残
れ
り
、
接
、
」

に二
」碑

の文
事、の
実、 オミ
と}も
の「
~tl ヲ1
)!ﾊ -ー

は

、
、

と
あ
る
が
、
こ
の
名
目
と
「
大
正
九
年
一
殺
死

い
か
な
る
現
出
に
も
と
づ
く
こ
と
な
の
か
を
指
摘
し

て
、
識
者
の
教
示
を
乞
う
た
め
に
こ

L

に
記
る
し
て
お
く
。
ま
た
土
日
間
の
述
懐
し

た
「
只
余
一
人
、
約
前
酬
を
以
て
存
命
す
」
「
老
体
今
独
残
れ
り
、

の
断
腸
の

言
葉
に
筆
者
は
涙
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

古
m

顕
一
二
は
「
凶
想
録
」
で
「
一
人
の
伯
母
あ
り
、
ミ
キ
子
と
一
五
ひ
き
、
子
な

し
、
身
体
悩
む
と
こ
ろ
多
く
、
殆
ん
ど
薬
を
服
せ
さ
る
日
な
し
。
余
か
阪
に
志
あ

る
を
聞
き
大
に
喜
び
、
余
を
愛
す
る
こ
と
以
前
に
勝
れ
り
、
後
年
余
を
し
て
京
抜

に
遊
は
し
め
、
又
海
外
に
留
学
す
る
の
機
会
を
得
せ
し
め
し
は
、
皆
こ
の
伯
母
の

6 

賜
な
り
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
」
(

と
。
こ
れ
も
附
記
に
附
加
す
る
こ
と
で
は

な
か
ら
う
か
。

(ハ)

筆
録
者
愛
孫
吉
子
嬢
の
思
い
出
話
か
ら

一
九
七
九
(
昭
和
五
十
問
〉
年
十
月
八
日
(
月
〉

の
訪
問
の
聴
き
書
き
。
中

村
敬
三
氏
本
八
人
宏
子
会
問
的
顕
一
一
一
の
娘
河
村
朝
子
の
娘
・
明
治
三
十
七
年
生
れ
〉

」
の
時
七
十
六
歳
。

顕
一
一
一
死
去
の
大
正
十

の
前
年
十
二
年
暮
か
ら
臥
三
死
去
ま
で
顕
三
の
傍
に

お
っ
た
。
中
村
敬
三
氏
と
は
大
正
十
問
年
結
柄
。

娩
年
の
顕
一
ニ
の
位
話
は
女
中
、
引
相
応
す
ぎ
が
大
正
六
、七
年
慎
二
十
歳
位
の
時

か
ら
顕
…
一
一
の
大
正
十

の
死
去
ま
で
、
京
都
で
叩
き
添
う
て
、
初
日
十
問
、
朝

タ
家
中
の
廊
下
を
一
一
一
十
分
か
ら
一
時
鍔
位
か
け
て
、
顕
一
一
一
の
死
ぬ
一
週
間
ま
え
ま

で
、
す
ぎ
が
背
負
っ
て
細
り
、
川
以
後
の
二
聞
は
顕

た
せ
て
歩
る
か
せ
た
。

担fi

の
右
手
は
以
血
の
綿
布
の
一
一
一
角
キ
ン
で
釣
り
、
左
手
だ
け
は
動
か
ぜ
た
、
阿

足
は
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

っ
た
い
歩
る
き
は
で
き
た
。
立
た
せ
て
歩
る
か

す
こ
と
の
で
き
た
の
は
次
中
す
ぎ
だ
け
。

一
一
の
蔵
書
類
は
河
村
初
子
と
そ
の
娘
古
子
と
、
女
中
対
向
す
ぎ
が
片
づ
け
て

慈
恵
医
大
と
京
都
医
大
に
寄
閉
山
し
た
と
の
こ
と
。
沼
山
す
ぎ
は
、
一
一
一
年
ほ
ど
前
、

す
な
わ
ち
一
九
七
六
年
明
に
死
去
し
た
山
。

六

m
m
山
三
の
長
男
一
殺
は

ら
九
大
一
を
で
て
稲
川
内
利
助
手
に
な
っ
た
が

大
正
九
年
に
逝
く
な
っ
た
。
顕
三
の
甥
古
川
河
ハ
策
は
、
顕
三
の
死
去
の
年
大
正
十

二
年
五
月
に
広
山
県
か
ら
政
友
会
の
代
議
士
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
立
策
の
次
男
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市
…
を
顕

の
養
子
と
し
て
、
名
儀
上
の
相
続
人
に
し
た
。

Iill 

府
立
大
阪
医
学
校
・
病
院
へ
来
任
の
こ
と

古
田
顕
一
一
一
の
経
歴
の
大
略
を
碑
文
に
よ
っ
て
述
べ
た
。
彼
の
府
立
大
阪
医
学

校
・
同
病
院
の
来
伍
前
後
の
事
情
や
そ
れ
以
降
の
心
本
般
に
つ
い
て
は
、
大
阪
大
学

医
学
部
の
前
'
身
校
・
病
院
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
汗
干
の
紙
幅
を
費
す

こ
と
に
す
る
。
『
凶
想
録
天
僕
随
筆
』
で
米
阪
事
情
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
回
想

は
詳
綿
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
が
、回
想
録
の
成
立
は
病
床
で
の
口
述
筆
記
で
あ
っ

た
か
ら
、

と
く
に
大
阪
時
代
に
つ
い
て
は
資
料
的
な
厳
慌
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は

止
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
補
う
に
松
山
武
活
執
筆
の
「
大
甑
大
学
医

学
伝
習
百
年
史
沿
本
筋
草
稿
」
に
依
っ
て
、
彼
の
大
阪
時
代
を
概
述
し
て
お
こ
う
。

海
軍
中
段
数
吉
田
顕
一
一
一
が
東
京
海
軍
病
続
長
を
辞
し
、
大
阪
府
立
病
杭
長
兼
医

学
校
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
明
治
十
四
年
一
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間

の
辞
令
は
次
の
一
一
一
通
で
あ
る
。

海
軍
中
医
院

IH 

顕

東
京
海
軍
病
院
長
被
差
免
鉄
事

明
治
十
一
一
一
年
十
一

海

月
九
日

ヂi

海
軍
小
医
院

i
 

f
 

i
 
顕

大
阪
府
へ
被
貸
渡
候
事

但
当
省
ヨ
リ
非
役
俸
被
下
候

明
治
十
三
年
十

海

:t� 

-
J
L

守i

l

ト
ノJ
Iノ
γ
ト
}

. ~. 

!-=-1 

政{

111 

大
阪
府
丘
病
院
長
兼
民
学
校
長
小
付

月
俸
百
五
十
円
文
給

明
治
十
削
年
~
月
十
四
日

ブミ

府

19i 

海
軍
省
か
ら
大
販
府
へ
の
「
貸
渡
し
」
の
い
お
情
に
つ
い
て
『
間
想
録
』
は
次
の

よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
余
か
、
こ
の
辞
令
に
接
す
る
や
政
な
き
に
あ
ら
す
、
柳
か
之
に
就
き
記
さ
ん
、

当
時
大
級
府
知
事
態
野
郷
三
氏
は
、
人
ぷ
の
英
樹
関
学
中
よ
り
友
と
し
て
替
か
り

き
、
建
野
氏
は
、
大
阪
府
へ
赴
任
以
米
、
大
阪
府
立
病
院
並
に
医
学
校
に
は
お
弊

多
き
を
悟
り
、
之
か
改
良
の
必
要
な
認
め
ら
れ
た
れ
は
、
余
を
聴
し
て
、
其
衝
に

当
ら
し
め
ん
と
の
宿
望
あ
り
き
、
悶
て
窃
に
、
政
伊
総
公
を
介
し
て
、

一
方
に
は

余
に
説
き
、
他
方
に
は
海
軍
卿
抜
本
武
揚
氏
に
談
し
て
、
余
を
大
阪
府
へ
貸
渡
さ

れ
ん
こ
と
の
媒
介
役
を
務
め
ら
れ
た
り
、
説
ハ
議
熟
し
て
、
余
は
大
阪
府
へ
貸
渡
さ

る
kふ
こ
と
与
な
れ
り
、
帰
朝
後
は
、
英
国
に
於
て
、
学
び
得
た
る
技
術
を
、
博
く

災
地
に
施
し
た
き
志
望
を
抱
け
り
、
然
る
に
、
海
軍
に
て
は
、
相
当
の
位
泣
は
得

た
れ
と
も
、
何
れ
も
血
気
盛
な
る
男
子
の
得
集
り
所
に
し
て
、
病
気
に
権
れ
る
人

も
、
大
抵
一
様
の
も
の
な
れ
は
、
余
か
宿
志
を
満
足
せ
し
む
る
に
足
ら
す
、
然
る

に
、
聞
く
と
こ
ろ
に
依
れ
は
、
大
阪
府
立
病
院
は
、
関
西
第
一
の
病
践
に
し
て
、

各
種
の
患
者
あ
り
と
、
於
是
、
阿
一
一
一
年
実
地
の
絞
験
を
稲
み
な
は
、
余
か
宿
志
に

契
へ
り
と
考
へ
た
る
を
以
て
、
大
阪
府
へ
赴
任
す
る
こ
と
を
承
諾
せ
り
」
。

点凶霊員三三 (1848-1924) のこと7 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
田
顕
三
の
大
阪
府
招
請
の
衡
に
当
っ
た
中
心
人
物
は
、
英

国
留
学
以
来
の
知
友
で
あ
っ
た
大
阪
府
知
事
建
野
郷
三
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

建
野
郷
一
ニ
(
八
四
O
i

一
九
O
八
)
は
山
以
前
関
山
一
品
津
藩
士
と
し
て
、
幕
末
士
山
土

と
交
り
国
事
に
奔
走
し
、
明
治
初
め
豊
津
謙
少
参
事
に
進
ん
だ
。
明
治
一
一
一
年
英
国

留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
永
年
に
わ
た
っ
て
法
律
尚
子
の
研
鍛
に
は
げ
ん
だ
。
こ
の
閥
、

士
日
間
顕
一
一
一
と
も
児
懇
の
間
柄
と
な
る
。
明
治
十
年
帰
国
し
て
宮
内
省
出
仕
と
な
り
、

翌
年
に
は
同
省
御
用
掛
一
ニ
等
侍
補
心
得
、
十
ニ
年
宮
内
権
大
書
記
官
に
昇
進
、
太

政
官
権
大
雪
記
官
を
兼
任
し
、
法
制
局
に
勤
務
し
た
。

年
五
月
大
阪
府
知
事

に
転
じ
、
就
任
早
々
、
府
立
大
阪
病
院
・
医
学
校
の
改
革
に
着
手
し
、
吉
田
招
刑
判

の
述
動
へ
と
連
な
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
建
野
知
事
が
吉
間
顕
三
に
海
率
中
託
監
・
海
軍
本
病
院
長
の
ポ
ス
ト
を

退
か
せ
て
ま
で
、
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
府
立
大
阪
病
院
・
医
学
校
の
現
状

に
つ
い
て
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

向
病
院
・
医
学
校
は
明
治

月
大
福
寺
に
餅
設
さ
れ
た
大
阪
府
仮
病
読
を

源
流
と
し
、
以
後
大
阪
府
病
院
、
大
阪
府
医
学
校
病
問
と
名
称
を
変
え
て
、
明
治

一

一
月
大
学
の

に
お
か
れ
た
(
大
学
は
翌
年
七
月
廃
さ
れ
、
文
部
省
が
創

設
さ
れ
、
同
校
病
院
は
文
部
省
の
管
結
と
な
っ
た
〉
。
明
治
五
年
学
制
改
革
の
余

波
を
う
け
て
廃
校
の
浮
討
に
遭
っ
た
が
、
大
阪
府
庁
お
よ
び
府
民
の
病
院
再
興
の

熱
望
が
結
実
し
て
、
明
治
六
年
二
月
大
阪
府
病
院
が
西
本
願
寺
津
村
別
院
(
北
御

堂
)
内
に
開
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
院
に
は
教
授
局
も
併
設
さ
れ
、
大
阪
府

と
文
部
省
と
の
接
衡
に
よ
り
廃
校
前
の
教
師
的
医C
-
J
-

エ
ル
メ
レ
ン
ス
と
病

抗
長
高
橋
正
純
の
復
任
に
成
功
し
、
医
療
お
よ
び
医
学
教
育
機
関
が
、
以
前
と
較

ベ
規
模
は
縮
小
し
た
も
の
の
、
大
阪
府
民
の
手
で
設
立
さ
れ
た
。
病
読
の
経
営
は

8 

府
民
の

に
応
え
た
態
勢
を
保
持
し
て
極
め
て
駅
間
な
歩
み
を
遂
げ
た
。
す
な

わ
ち
病
院
は
府
民
お
よ
び
近
隣
諸
府
間
以
忠
者
の
診
療
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
窮
民

施
成
機
関
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
い
、

ま
た
種
痘
や
駆
徽
卒
業
、
売
薬
の
検

閥
、
伝
染
病
予
防
、
有
申
告
物
の
駆
除
な
ど
広
く
衛
生
行
政
分
野
に
ま
で
関
与
し
、

一
方
教
授
局
に
お
い
て
は
、
病
院
開
設
と
と
も
に
集
っ
た
数
百
名
の
茂
生
徒
に
た

い
す
る
教
育
の
ほ
か
、
府
下
開
業
医
の
再
教
育
や
助
産
婦
(
波
婆
〉
の
養
成
教
育

を
実
施
す
る
と
い
う
よ
う
に
広
汎
な
機
能
を
担
っ
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

教
師
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
在
阪
七
年
間
を
通
じ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
知
識
の

紹
介
に
つ
と
め
、
診
療
に
お
い
て
は
「
其
診
治
懇
践
に
し
て
、

開
生
神
の
如
し
。

治
を
受
く
者
、
万
を
以
て
数
う
。
」
ま
た
教
育
に
お
い
て
は
の
生
徒
を
導
く

し
た
が
お
わ

や
、
備
に
秩
序
あ
り
て
、
誘
抜
し
て
俗
ま
ず
。
才
に
応
い
時
中
小
を
成
る
者
数
百
人
」

(
「
エ
ル
メ
レ
ン
ス
紀
念
碑
々
文
」
原
文
は
漢
文
、

一
井
駿
一
氏
口
訳
〉
と
あ
る
よ

う
に
、
彼
の
熱
心
さ
は
路
公
〈
に
し
て
飾
ら
な
い
人
柄
と
と
も
に
人
び
と
を
ひ
き
つ

け
、
府
病
院
隆
盛
の
基
礎
を
き
ず
い
た
。
明
治
十
年
故
障
の
事
情
に
よ
り
惜
ま
れ

て
日
本
を
去
り
、
代
っ
て
和
的
教
師
C

・

G
-
V
-

マ
ン
ス
ヘ
ル
ト
が
京
都
府
療

病
院
か
ら
赴
任
し
、
明
治
十

の
契
約
期
限
ま
で
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、

学
校
教
育
制
度
の
改
革
な
ど
み
る
べ
き
業
献
を
の
こ
し
て
帰
闘
し
た
。

大
阪
に
お
け
る
ホ

l

ド
ウ
イ
ン
以
来
三
代
に
わ
た
っ
た
和
隣
教
師
に
よ
る
医
学

伝
習
は
、
こ
こ
で
終
止
符
が
う
た
れ
、
日
本
人
に
よ
る
教
育
と
診
療
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
外
人
御
原
教
師
が
わ
が
閣
の
医
学
教
育
に
点
め

た
役
割
が
如
何
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
東
京
に
お
い
て
英
国
教
師
ウ
イ

リ
ス
が
医
学
校
を
去
っ
た
あ
と
、
独
逸
か
ら
ミ
ユ
ル
レ
ル
、

ホ
フ
マ
ン
が
米
臼
す
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る
ま
で
の
閥
、
医
学
伝
習
は
忽
ち
支
障
を
き
た
し
、
窓
生
徒
た
ち
も
早
急
に
後
任

外
人
教
師
の
就
任
を
要
求
し
て
騒
動
が
も
ち
上
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

大
阪
に
お
い
て
も
外
人
教
師
帰
国
後
の
教
育
・
診
療
態
勢
を
如
何
に
整
え
る
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

大
阪
府
知
事
渡
辺
升
は
マ
ン
ス
ヘ
ル
ト
の
雇
用
満
期
を
翌
年
に
控
え
て
、
百
三
叩
ぴ
←4
4

願
寺
の
府
立
病
院
か
ら
北
区
中
之
島
の
旧
芸
州
政
屋
敷
跡
地
に
新
病
誌
の
建
設
を

計
両
し
、
百
貨
を
投
じ
て
新
し
い
情
況
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
準
備
し
た
。
明
治

十
二
年
四
月
間
院
式
を
行
い
、
大
紋
公
立
病
院
と
称
し
た
。
院
長
は
高
橋
正
純
が

留
任
し
、
教
授
局
長
に
は
橋
良
徐
が
東
京
大
学
医
学
部
か
ら
米
任
し
、た
だ
ち
に

教
授
規
則
を
改
正
し
て
、
東
京
大
学
医
学
部
通
学
生
規
期
に
準
拠
し
た
も
の
と
し
、

邦
語
を
も
っ
て
医
学
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
授
陣
は
東
京
大
学

出
身
の
神
内
出
己
、

乃
美
一
反
一
、
岳
野
忠
興
ら
で
補
強
さ
れ
た
。

明
治
十
三
年
一
一
一
月
大
阪
公
立
病
誌
を
改
め
、
府
立
大
阪
総
院
と
改
称
し
、
教
授

問
仰
を
病
院
か
ら
分
離
し
て
的
立
大
阪
医
学
校
を
創
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
病
院

と
医
学
校
は
制
度
上
別
仰
の
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
の
医
学
校
創
設
は
当
時
の
地
方
自
治
制
を
め
ぐ
る
政
治
の
動
向
お
よ
び
中
央
の

教
育
泌
策
の
改
革
が
常
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な

わ
ち
わ
が
国
の
地
方
政
治
に
一
両
期
を
な
し
た
府
県
会
規
則
、
地
方
税
規
則
、
郡

区
町
村
編
成
法
の
い
わ
ゆ
る
一
一
一
新
法
が
明
治
十
一
年
七
月
制
定
さ
れ
、

ま
た
同
年

九
月
政
府
は
学
制
を
路
し
て
、
新
た
に
教
育
令
を
発
布
し
、
地
方
に
た
い
す
る
千

渉
主
義
を
緩
和
す
る
方
針
の
も
と
、
公
立
学
校
の
開
設
認
可
の
権
誕
を
地
方
に
委

設
す
る
こ
と
に
改
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
府
県
の
公
立
学
校
開
設
の
枠
が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
明
治
十
二
年
七
月
内
務
省
は
中
央
衛
生
会
を
設
置
し
、

月
に
は
地
方

衛
生
会
規
則
を
定
め
、
さ
ら
に
府
県
に
衛
生
謀
、
市
町
村
に
衛
生
委
員
を
置
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
中
央
か
ら
地
方
に
い
た
る
統
一
的
衛
生
行
政
制
度
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
十
一
一
一
年
大
阪
府
は
公
立
病
院
の
一
切
の
事
務
を
新
設
の
衛
生
課
で
処
理
す

る
こ
と
に
改
め
、
同
課
心
得
に
教
授
局
長
橘
良
企
を
あ
て
兼
任
と
し
た
。
そ
し
て

病
院
内
教
授
局
は
上
述
し
た
教
育
令
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
府
立
大
阪
医
学
校
が

誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
橘
良
俊
が
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
五
月
大
阪

府
知
事
は
渡
辺
芥
か
ら
建
野
郷
一
一
一
に
代
っ
た
。

以
上
が
新
知
事
就
任
ま
で
の
病
院
・
教
授
局
の
略
史
で
あ
る
。

の
吉
田
顕

一
一
一
の
回
想
録
に
あ
っ
た
「
大
阪
府
立
病
院
逆
に
医
学
校
に
は
税
弊
多
き
宏
悟
り
、

之
が
改
良
の
必
要
を
認
め
ら
れ
た
れ
ば
」
と
知
事
を
し
て
吉
凶
を
招
略
し
て
ま
で

改
革
に
託
手
し
よ
う
と
し
た
「
杭
弊
」
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
考
'
祭

は
吉
田
清
任
以
後
の
改
本
の
経
過
か
ら
判
断
す
る
以
外
に
な
い
。

改
革
の
第
一
歩
は
医
学
校
、
病
院
の
規
則
を
改
め
、
校
・
践
の
職
制
な
ら
び
に

事
務
章
程
の
制
定
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
付
医
学
校
は
庶
務
局
、
教
授
局
、
編

集
局
の
一
一
一
局
よ
り
な
り
、
同
校
長
、
副
校
長
、
教
諭
、
助
教
、
幹
事
を
お
き
、
同

教
則
を
定
め
、
学
生
を
川
γ
乙

の
ニ
種
と
し
、
申
業
生
は
欽
一
訟
を
解
し
、

会
な
る
医
育
を
授
け
る
(
修
業
五
年
〉
、
乙
業
生
は
医
学
の
連
成
を
期
す
(
四
年
)
、

と
定
め
た
。
教
則
は
古
聞
が
英
国
で
学
ん
だ
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
ニ
バ
I
シ
テ
ィ

レ
ッ
ジ
の
学
則
・
学
科
目
編
成
に
緩
め
て
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
他
、

庶
務
局
に
は
幹
事
と
局
員
を
お
き
、
勤
惰
掛
・
会
計
掛
と
し
、
教
授
局
に
教
諭
と

助
教
を
お
き
、
各
科
教
授
掛
と
し
、
編
集
局
に
局
員
を
お
き
、
編
集
掛

カ
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掛
・
器
械
掛
を
定
め
た
。

病
院
組
織
も
大
き
く
改
正
さ
れ
た
が
、
今
度
の
改
革
の
弔
問
一
点
は
や
は
り
病
院
に

択
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
病
院
は
「
公
衆
の
詰
求
に
よ
り
患
者
を
治
療
す
る

と
こ
ろ
」
と
規
定
し
、
庶
務
局
、
氏
局
、
薬
局
、
器
械
局
、
記
録
局
の
五
仰
向
で
椛

成
さ
れ
た
。
各
局
の
職
制
は
制
か
く
分
割
さ
れ
、

と
く
に
医
局
に
つ
い
て
は
従
米

の
お
直
医
、
時
夜
医
を
改
称
し
て
、
司
療
訳
、
司
療
院
副
と
し
、

さ
ら
に
河
域
限

補
を
お
い
た
。
そ
し
て
院
内
に
医
療
掛
・
駆
徽
掛
・
検
査
掛
・
努
察
医
務
掛
・
施

般
方
選
調
査
掛
を
設
け
た
。
こ
れ
か
ら
病
説
業
務
の
多
様
化
が
み
て
と
れ
る
が
、

こ
れ
は
同
年
駆
徽
院
を
病
院
開
店
と
し
、
警
察
病
院
の
合
併
を
行
い
、
さ
ら
に
大

阪
府
の
管
轄
の
も
と
に
お
か
れ
た
奈
良
に
分
病
院
を
新
に
設
抗
し
た
こ
と
等
に
対

応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
は
宙
開
が
校
長
兼
院
長
に
お
促
し
て
凶
ち
に
実
施

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
注
け
さ
れ
る
も
の
に
府
立
医
手
校
解
削
日

の
設
立
と
同
規
則
の
制
定
が
あ
る
。
従
米
民
学
校
の
解
剖
場
は
四
キ
ロ
余
も
距
つ

た
未
決
監
獄
務
所
轄
の
沼
田
に
設
け
ら
れ
、
続
々
の
不
使
を
耐
え
て
き
た
も
の
で

あ
っ
た
。
建
野
府
知
事
は
、
ぃ
州
体
解
剖
が
医
学
研
究
に
必
須
の
姿
件
で
あ
る
こ
と

を
府
民
に
布
告
し
た
。
学
校
内
に
新
設
さ
れ
る
解
剖
局
の
構
造
は
教
育
公
〈
期
間
用
に

設
備
さ
れ
、
防
体
室
の
ほ
か
、
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
京
を
附
隠
さ
せ
て
い
た
。

上
述
し
た
改
革
が
吉
開
就
任
の
年
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

と
く
に
注
目

さ
れ
る
の
は
府
立
病
院
を
中
核
に
府
下
既
設
の
公
的
抵
療
施
設
の
統
合
を
行
い
、

さ
ら
に
指
開
院
校
の
系
列
を
明
雄
に
し
た
職
判
例
お
よ
び
事
務
章
裂
を
定
め
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
府
庁
に
よ
る
慌
作
権
限
の
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

巨
費
、
を
投
じ
た
新
病
院
の
機
能
止
を
十
全
に
発
揮
さ
せ
、
か
つ
経
常
の
基
総
止
を
縦
立

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
実
行
す
る
た
め
、
校
院
の
主
卒
者
と

し
て
、
従
米
の
人
脈
以
外
か
ら
学
識
・
人
物
・
社
会
的
地
位
と
も
に
す
ぐ
れ
、
府

10 

討
を
納
得
さ
せ
る
に
た
る
人
物
を
就
任
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

古
川
顕
一
ニ
の
英
国
か
ら
婦
問
問
後
の
経
歴
に
つ
い
て
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
海
軍

軍
医
と
し
て
枢
一
安
の
地
位
に
あ
り
、
政
府
顕
官
と
も
向
稲
川
子
を
通
し
て
多
く
の
知
遇

を
え
て
お
り
、
学
識
に
お
い
て
も
、
げ
た
ト
ナ
本
斎
を
し
て
東
京
大
学
医
学
館
の
産
婦

人
科
常
利
創
設
教
授
に
推
薦
せ
し
め
、
ま
た
明
治
十
二
年
文
部
省
が
官
立
大
阪
専

門
学
校
を
創
設
す
る
に
際
し
、
そ
の
医
学
科
設
立
の
衝
に
当
ら
し
め
る
べ
く
参
議

井
上
磯
伎
を
介
し
申
し
入
れ
が
あ
る
な
ど
そ
の
評
価
は
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。

野
府
知
事
に
よ
る
か
れ
の
起
用
は
ま
さ
に
こ
の
上
な
い
人
選
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
知
事
に
よ
る
人
事
を
含
む
改
革
は
抗
長
高
摘
正
純
、
校
長
描
良
企
ら
に
本

前
に
十
分
諮
る
こ
と
な
く
尖
行
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
、
古
問
赴
任
の
明
治
十
四
年

一
月
十
日
に
先
立
っ
て
、
高
安
道
純
、
医

m

修
殿
、
有
沢
基
次
が
締
米
政
を
提
出
、

四
月
に
は
橘
、
高
慌
が
川
相
次
い
で
鮮
戦
し
、
そ
の
ほ
か
高
橋
正
肉
、
松
山
出
初
三
、

三
井
玄
m
p
、

立
木
行
義
ら
多
数
、
が
か
れ
ら
と
行
を
と
も
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
教

官
・
版
員
の
大
股
辞
職
は
大
阪
に
お
け
る
民
学
伝
留
の
草
創
期
の
苦
難
を
く
ぐ
り

抜
け
て
き
た
人
び
と
を
一
掃
す
る
結
果
と
な
り
、

代
の
闘
医
教
師
た
ち
に
よ
っ

て
築
か
れ
て
き
た
関
学
人
脈
体
制
の
終
一
鴨
川
を
怠
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
し
て
新
し
い
第
一
歩
が
古
川
顕
一
一
一
の
院
長
・
校
長
就
任
と
と
も
に
歩
み
出

さ
れ
、
神
戸
文
哉
・
熊
谷
符
一
一

の
新
任
者
を
加
え
、
明
治
十
五
年
に
は
巾
滋
医

学
校
の
認
可
を
え
、
予
利
を
設
問
す
る
な
ど
教
育
態
勢
の
整
備
に
つ
と
め
た
が
、

h
M院
は
「
患
者
甚
だ
少
く
、
殊
に
入
説
患
者
の
如
き
は
毘
員
の
数
と
相
均
し
」
と

評
さ
れ
る
に
恋
っ
た
。
強
野
府
知
事
の
強
権
的
と
も
い
え
る
古
川
招
請
に
よ
る
病
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院
改
革
の
当
初
の
金
問
は
こ
こ
で

頓
挫
を
き
た
し

そ
の
上
、
ぃ
刷
会
、
附
業
医

よ
り
の
'
間
病
院
廃
止
・
施
療E
M院
化
の
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

J
M

院
を
め
ぐ
る
剖
難
は
明
治
二
十
年
ま
で
継
続
さ
れ
、
古
旧
の
校
院
維
持
の
た
め
の

波
々
な
ら
ぬ
努
力
が
以
後
約
み
重
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
古
m

顕
…
一
一
来
阪
の
事
情

と
大
阪
府
知
事
建
野
郷
一
一
一
と
の
関
係
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
詳

述
は
司
大
阪
大
学
五
十
年
史
通
史
』
、
本
年
刊
行
さ
れ
る
吋
大
阪
大
学
医
学
伝
現

百
年
史
沿
草
稿
』
や
「
問
香
取
稿
」
に
よ
っ
て
み
ら
れ
た
い
。

明
治
二
十
一

月
十
六
日
府
知
事
建
野
郷
三
は
元
老
院
議
官
に
転
じ
た
。

出
願
一
一
一
は
建
野
に
従
う
か
の
よ
う
に
一
一
一
月
二
十
九
日
辞
酷
似
し
た
。

五

の
こ
?
乙

吋
一
山
怨
録
』
の
編
者
岩
間
と
先
生
虫
口
附
顕
一
一
一
と
の
「
著
書
の
こ
と
」
に
つ
い
て

の
対
話
は
実
に
怠
味
深
長
で
あ
る
。
森
川
間
外
は
「
学
者
の
腹
腔
は
著
述
だ
」
と
斯

日
一
日
し
て
い
る
。山
石
川
は
「
先
生
の

八
点
を
あ
げ
た
。
築
者
所
蔵
本
は
そ
の

な
か
で
段
後
の
二
点
に
す
ぎ
ぬ
。
次
に
列
記
す
。
(
問
怨
録
一
二
三O
i
一
一
一
一
一
三
頁
か
ら
〉

一
、
ヰ
科
約
説

巻

日
反
川

2
H

ト
i
E
ド
l

i
l
-

一
、
干
一

2
3

二
時
押
ド
五
十
日
汁
手
術

一
羽
川

4
I
Jツ
円
ト
シ

巻

訳
書
ク
リ
ス
ト
ア
ァ
1

・
ヒ

l

ス
氏
係
者

出
版
別
治
十
五
年

品
、

a
A
a
A
1
1
8
ん
て

一
，

E
F
P

…

IH 
H反
ゆj

ffI 

七
Sj三

y
、
、
，H
E

Z

，
ノ
け
メ
ζ

月
二
十
五
日

…
、
民
家
掌
覧

巻

著
書

版
明
治

r七

頃
? 

一
、
婦
人
病
論

一
巻

版
Iffj 
治

年
四
月
五
日

一
、
防
腐
的
内
利
阪
方

訳
書
ト
p
l

サ
ル
ト
係
者

!阪
IYJ 
ÿf~ 

巻

九
年
二
一
月
三
十
日

;
I
j
p
t
i
-
ｭ

一
体
渇
烈
医
詩

一
巻

ア
ル
ブ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ド
ハ
イ
ム

川
は
-
J
A
品
、
、
に
し4

社
判
ル
イ
ノ
立
二
'
引1
z
r
l

日

、

-
L
主
ヨ

'
N
3
2
パ
-
1
1
7
?
と

1
L

3
4
3
下
名
貯
貼

1
l
z
I
5
3

出
版
大
正

rJ 

全

ヒ
ポ
ク
ラ
テ

i

ス

日

にー

の

の
打
線
を
み
れ
ば
、
明
治

ハ
顕
一
一
了
間
二
歳
)
大
阪
医

学
校
長
・
病
院
長
を
辞
職
以
前
の
も
の
、

四
点
、
私
立
古
凶
病
院
長
時
代
の
も
の

二
点
、
以
上
は
明
治
時
代
で
、
最
後
の
二
点
は
大
正
時
代
、

し
か
も
そ
れ
は
本
稿

の

で
あ
る
「
保
均
利
陣
論
」
訳
書
本
文
九
七
九
京
索
引
並
去
の
目
次
が
一
一
一
二

一
久
す
な
わ
ち
、

…
0
0
0
一
氏
に
の
ぼ
る
大
間
と
小
冊
で
は
あ
る
が
彼
が
医
学
生

の
頃
執
策
の
記
念
す
べ
き
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

l

ス

(
本
文
一
一O
間
交
、
附
録
・
古
代
官

円
子
、
殊
に
万
物
創
造
論
の
大
立
・
一
五
頁
と
古
代
外
科
滋
械
説
明
・e

七
頁
)
と
の
合
計
八

点
で
Lあ
る
。

J _  

F¥  

「
弘
済
日
記
」
の
こ
と

「
弘
済
日
記
」
と
し
て
rけ
築
の
も
の
が
、
現
布
は
泣
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
大
阪

大
学
徴
生
物
病
研
究
所
図
書
部
に
保
管
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
「
弘
済
日
記
の
こ
と
」
は
、
「
同
盟
録
ー
一
の
二
五
八
ー
二
六
八

と
、
辞

令
の
部
で
明
治
一
一

年
北
清
事
変
に
路
し
、
率
先
し
て
、
l
l

→
入
ム
h
A
'
-
s
L
L円
J
I


-
寸
ぺ

J
1
1
f
a
Lぞ

σ
ー
ル

院
船
弘
一
昨
丸
に
乗
船
し
た
の
が
わ
か
る
程
度
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
彼
の
白
筆

の
日
記
を
筆
者
、
が
泣
族
の
中
村
敬
一
一
一
氏
か
ら
見
せ
て
い
た
だ
い
て
始
め
て
切
ら
か

に
な
っ
た
の
で
、
さ
き
に
日
本
科
学
史
字
会
編
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
第

予言 111 盟日三 (1348---1924) のこと11 
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二
十
四
巻
・
医
学
I

に
資
料
と
し
て
公
表
し
た
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
警
に
つ
い
て
く
わ
し
く
紹
介
説
明
解
説
し
た
の

で

」
こ
で
は
省
略
す
。

い
い

『
保
寿
利
国
論
』
の
こ
と

こ
の
訳
書
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
と
古
川
顕
三
と
の
五
十
年
余
の
切
り

は
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
併
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
古
田
の
未
発
表
の

「
本
朝
大
統
記
」
を
沿
い
に
公
表
す
る
こ
と
に
も
連
な
り
、
筆
者
の
未
だ

完
結
し
な
い
「
中
川
口
出
版

縁
起
の

あ
り
、
古
本
市
場
で
未
だ
に
筆
者

に
一
助
成
本
に
次
い
で
第
二
附
を
入
手
で
き
な
い
で
い
る
審
物
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、
「
保
寿
利
悶
論
」
に
つ
い
て
の
完
結
し
た
筆
者
の
論
稿
と
は
な
り
え
な
い
ま

ま
、
こ
こ
に
求
め
ら
れ
て
、
想
定
稿
に
す
ぎ
ぬ
の
は
、
造
機
で
あ
る
が
や
む
を
え

な
い
。
読
者
諒
と
さ
れ
よ
。
筆
者
が
本
書
の
制
値
を
ま
ず
第
一
に
「
近
社
各
国
社

会
統
計
」
の
一

(
一
九O
九
年
)
と
し
て
吉
田
顕
三
が
日
本
の
統
計
学
界
・
医
学

界
に
紹
介
(
一
九
二
一
一
年
〉
し
た
本
見
を
後
学
の
筆
者
ら
は
正
確
に
認
め
な
け
れ
ば

な
る
ま
い

り
が
、
筆
者
の
主
唱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
米
だ
筆
者
が
こ
の

(
校
)

一
つ
の
書
評
あ
る
を
知
る
に

に
つ
い
て
論
究
(
一
九
七
同
年
〉
す
る
以
前
に
は
、

す
ぎ
な
い
が
、
あ
る
い
は
寡
聞
に
し
て
見
逃
が
し
て
お
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
識

の
教
一
不
を
ぜ
ひ
得
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
注
〉
大
阪
医
尚
子
会
加
刊
誌
二
一
…
!
六
、
大
庄
一
一
一
年
六
月
、
新
古
抑
制
介
と
し
て
『
保
充
利
国

論
』
が
弱
法
的
〈
ペ
ン
ネ
ー
ム
〉
に
よ
っ
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
原
著
者
の
〉
民
話
仏
〈O
ロ

F
Z
L
r巳
B

に
つ
い
て
、

い
ま

だ
に
消
息
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
て
お
ら
な
い
筆
者
の
実
情
に
お
い
て
、
つ
い
に
本

12 

稿
公
表
の
恥
じ
ら
い
を
感
ず
る
が
、

、
ニ
レ
ミ
こ
工
、
。

し
・

7
1
L

カ

7
7
1
v

す
で
に
筆
者
は
、
古
田
顕
一
一
一
没
(
一
九
二
四
年
)
後
五
十
年
を
記
念
し
て
、
九

七
四
年
に
第
二
十
六
問
の
日
本
人
口
学
会
で
、

〈
一
人
間
八
!
一
九

間
)
の
寿
命
統
計
研
究
に
つ
い
て
j
j

リ
ン
ド
ハ
イ
ム
(
一
九

O
九
〉
著
、
吉
田
顕

一
一
一
(
一
九
一
三
〉
訳
「
保
寿
利
国
論
」
か
ら
吉
田
顕
一
一
一
泣
稿
「
型
連
録
」
(
…
九
二

問
)
に
至
る
i
l
l

』
で
第

問
の
報
告
〈
昭
和
凶
九
年
度
日
本
人
口
学
会
会
報
、
帥
的

0
1
一
一
一
一
真
所
収
〉
を
し
、
第
一
一
報
を
第
七
十
六
回
日
本
医
史
学
会
〈
一
九
七
五
、
大

阪
〉
で
、
第
一
一
一
報
を
第
一
一
一
十
一
間
日
本
人
口
学
会
〈
一
九
七
九
、
指
附
、
「
人
口
学
研

究
」
第
一
一
一
均
四
八
i

五
O
災
所
収
〉
で
、
第
四
報
を
第
一
一
十
凶
医
学
史
研
究
会
総
会

(
一
九
八
四
、
大
阪
〉
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
後
の
調
査
研
究
の
発
肢
に
つ
れ
て
報

二
1
/

民
戸

O

A
仁
1
し

4
h

し
た
が
っ
て
、
本
稿
も
そ
の
中
間
途
上
の
研
究
ノ

l

ト
で
あ
る
。

し
か

も
、
「
古
川
顕
一
一
一
の
こ
と
」
の
一
部
分
で
は
あ
る
が
彼
の
笑
っ
て
黙
殺
し
た
「
若

の
こ
と
」
を
、
筆
者
、
が
大
阪
大
学
退
職
竺
九
七
一
一
一
年
〉
後
に
公
表
し
た
短
か
い

研
究
ノ
i

ト
に
追
加
す
る
と
こ
ろ
の
甚
だ
少
な
き
を
顧
み
て
、
者
残
の
悲
京
を
感

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
さ
に
顕
…
一
一
が
明
治
四
十

か
ら
病
患
に
悩
ま

さ
れ
な
が
ら
の
翻
訳
築
録
し
た
弟
猛
心
に
訟
を
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
ず
、
彼

の
序
文
を
、
写
真
版
で
の
せ
る
。
そ
れ
は
彼
の
白
紙
一
十
の
も
の
を
読
者
に
見
て
い
た

だ
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の

の
原
法
制
はω
即
日
ロ
江
田82
Z
5

・
り
お
切

&
-
2
E
ロ
ぬ
仏2
5
3

印
ロZ
H
a

ロ
日
M
2
H
F
m
w

ゲ
由
同
戸
田
丸

m
w
c
m
H
F
B
5
0
(
同
四
円
ロ
m
w
H
M
ω
g
m

凶
件
。l
i
l
i
-
-
何
S
m
w
印
C
N
F回
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門
戸
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印
n
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C
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田
己
ロ
V
C
H
M
m
4
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ロ
〉
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日
仏
4
0
ロ
ピ
ロ
門
店
a
B
-
ロ
〉
丘
{
間
関
白
-
H
k
a
℃
目
釘
ロ
ロ
門
同
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同
開
口
・

で
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i
l
-
-

、

政
一
℃
一FL

コ
日
小
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l思i

間
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N
〉
日
L
N
C
H
W
C
叫
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(
υ
H
ハ
ロ
・
H
q
o
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51 

神
三
世
俗
吋
ふ
み

2
1

一
、
京
都
常
国
大
学

法
利
大
学
・
一
O
五
九

一
一
一
一
」
を
大
橋
経
窓
教

授
の
好
意
に
よ
っ
て
借

用
で
き
て
照
合
す
る
使

L
Xを
得
た
が
、
今
や
彼

に
本
稿
を
呈
示
す
る
こ

と
か
な
わ
ず
。
-
古
川
弘
市

r
。

問
問
み
に
訳
書
の
凡
例
に

お
い
て
、
訳
者
、
が

の
内
絡
を
知
ら
せ
る
に

足
る
部
分
に
つ
い
て
の

み
、
箔
者
は
次
に
記
す
。

一つ

本

は
、
七
結
よ

り
成
る
。
第
一
絡
は
、
動
物
及
び
航
物
の
命
数
党
に
彼
等
と
、
人
類
と
の
関
係
を

長
に
到
す
る
研
究
の
成
約
を
述
べ
、
第

説
き
、
第
二
信
は
、
古
代
よ
り
今
枇
(
千
九
百
九
年
)
に
至
る
人
類
死
亡
及
び

に
は
、
古
今
日
民
存
者
及
び
八
十
歳
以

上
に
達
せ
し
老
者
七
百
余
名
の
経
歴
を
間
切
に
掲
げ
、
第
関
節
に
は
、
人
類
の
倒

格
波
び
に
長
寿
は
、
国
家
及
び
社
会
の
経
済
的
利
益
な
る
を
論
じ
、
第
五
鰐
に
は
、

安
息
状
態
に
於
け
る
死
亡
援
に
人
類
が
、
自
己
鎚
康
の
為
、
悶
家
及
び
社
会
の
為
、

長
く
利
益
を
応
用
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
執
業
力
の
支
持
点
を
講
じ
、
第
六
篇
に
は
、

人
寿
に
関
す
る
研
究
の
結
果
に
必
き
て
、
断
突
を
鮒
し
、
第
七
揺
に
は
、
人
一
一
河
合
}

有
為
的
に
延
長
せ
ん
為
、
国
家
及
び
社
会
に
向
て
、
そ
の
奨
励
方
法
を
提
供
せ
り
、

十
本
書
は
、
著
者
が
関
家
及
び
社
会
の
為
、
誠
意
以
て
叙
述
せ
る
も
の
な
れ
ば
、

そ
の
所
論
の
的
総
と
、
公
平
と
を
重
じ
、
毎
話
専
門
大
家
の
原
著
を
旧
間
放
し
て
、

論
拠
を
明
示
せ
り
。
そ
の
主
な
る
者
は
左
の
如
し
。

一
、
動
物
及
び
航
物
の
命
数
、
共
生
存
条
件
に
於
る
兵
問
、
動
物
航
物
波
に
人

類
の
共
同
作
用
等

討
ザ
ト
ぃ
力
l

レ

ト
判
ド
e
一
一
』
ノ
，
ノ

エ
ッ
ク
ス
タ
イ
ン

一
、
人
類
の
側
佑

巴
里

ノ
ル
ダ
ウ

ド
ク
ト
ル

マ
ク
ス

一
、
独
逸
附
附
併
定
及
王
家
の
家
族
に
於
け
る
舟
抗
及
び
死
亡

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

マ
ク
ス

ケ
ム
メ
ル
リ
ヒ

一
、
カ
ロ
l

リ
ン
ゲ
ル
時
代
以
降
独
逸
国
公
民
の
死
亡

ウ
ル
ム

ド
ヶ
ト
レ
i
'
'

ノ

。
ブ
リ
ノ
ン
チ
ン
グ

一、

に
係
る
報
告

持
士
メ
チ
ニ
コ
ッ
プ
外
数
名

一
、
健
全
な
る
長
存
者
は
、
国
家
及
び
社
会
の
利
益

ス
ト
ラ
ス
寺
フ
ル
ヒ

博
士
ビ
1

デ
ル
ド

一
、
過
多
の
死
亡
に
基
く
損
失
及
び
延
命
に
山
て
得
ら
る
べ
き
利
誌
の
経
済
に

関
す
る
試
験

ド
ク
ト
ル

ツ
ァ
イ
ト
リ
ン

イi当
林

一
、
安
息
状
態
に
於
け
る
死
亡

抹

時
土
ウ
ェ
ス
テ
ル
ガ
I

ル
ド

一
、
安
息
状
態
に
於
け
る
高
度
の
死
亡

h
H林

博
士
ヨ
ハ
、
ネ
ス

ラ
I

ツ

一
、
塊
国
退
職
受
年
金
武
官
の
死
亡

填
旬
生
命
保
険
会
社

プ
ノレ

ノ

ノレ

ド

ス
。
ヒ
ッ
ツ

の
内
特
は
概
ね
斯
の
如
し
、

而
し
て
著
者
P
M
ら
臼
ふ
、
こ
の
事
業
は
、
断

訟
及
び
治
摘
の
補
劫
と
為
る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
、
緊
切
に
し
て
間
以
つ
革
新
を
要

す
る
範
囲
に
対
し
、
信
拠
す
べ
き
根
拠
を
以
て
、
学
恕
的
に
、
建
造
せ
る
立
法
及

び
行
政
の
基
礎
に
外
な
ら
ず
。
事
実
、
近
枇
各
閣
に
於
け
る
人
寿
の
真
相
を
十
分

i~'IJ:1 霊百三 (1848-1924) のこと13 
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調
査
し
、
之
を
証
明
し
て
、
そ
の
時
明
阿
側
を
以
て
、
国
家
及
び
社
会
の
一
袋
求
に

結
合
せ
ん
と
す
る
試
験
に
過
ぎ
ず
と
。
余
、
全
読
を
通
読
し
て
、
そ
の
論
法
即
位
側
、

指
導
精
街
、
突
に
国
家
文
運
の
進
度
如
何
に
拘
ら
ず
、
社
会
議
般
の
経
営
、
即
ち

立
法
、
行
政
、
税
務
、
経
済
、
教
育
、
衛
生
、
農
工
尚
、
生
命
保
険
等
の
事
業
上
、

設
も
有
前
大
の
参
考
に
立
つ
べ
き
も
の
と
信
ず
。
読
者
、
尚
ほ
誘
導
結
を
一
見
せ
ば
、

余
と
感
を
問
う
せ
む
に
と
。

日
以
後
に
彼
は
日
ふ
「
余
は
、
本
惑
を
訳
す
る
に
方
て
、

コびユ
}r;J、

、

版
文
の
忠
義
を

誤
ら
ざ
ら
ん
こ
と
努
め
た
れ
ど
、
悲
哉
、
非
才
浅
識
、
妄
に
此
の
挙
を
企
て
、
相
料

さ
へ
、
版
文
の
構
成
に
従
ひ
、
字
句
の
配
置
を
追
ひ
鞠
か
修
飾
を
加
へ
ず
、
所
謂

直
訳
主
義
を
以
て
、
訳
文
を
作
り
た
れ
ば
語
、
話
を
為
さ
ず
、
文
、
文
を
為
さ
ず
、

随
て
、
意
義
の
通
じ
難
き
も
の
あ
ら
む
、
又
た
誤
謬
脱
漏
も
砂
か
ら
ざ
ら
む
。
弦

に
諜
て
大
方
の
垂
示
を
挨
つ
。
」
と
。

以
上
が
「
訳
者
識
」
の
一
部
で
あ
る
。

次
に
誘
導
論
・
箭
別
及
び
総
材
料

H
e
i
-
-
N
O

湖
(
何
回
口
目
。

5
2

出
・
白
一
色
の
門
口
口
出

5
ι

∞
ぬ
白
日
V
2
E口
開
門
ゲ
的
。
。
同
国
自
門

g
a
q
E
g
-
-
i
H
H百
円
。
か
ら
、

の
内
容
を
知
る
に

必
要
と
思
は
れ
る
と
こ
ろ
を
訳
書
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
余
は
、
余
が
円
以
近
社
会
統
計
的
研
究
、
即
ち
ザ
ル
ュ
チl

ユ
l

フ
ェ
ン
ツ

チ
ス
〈
r
r
t
Y
4
8
Z
江
田
)
人
生
当
初
二
十
年
間
に
於
け
る
縦
体
と
、
精
神
と

の
関
連
を
祉
に
公
に
し
た
り
。
余
は
、
余
の
観
察
及
び
旨
趣
が
広
き
且
つ
識
あ
る

読
者
の
校
同
を
得
た
る
を
以
て
満
足
す
。

に
於
て
、
余
は
、
余
が
一
生
中
奈
要

且
つ
至
難
な
ら
ん
と
思
惟
す
る
所
の
研
究
、

ザ
ル
ュ
チ
l

ゼ
、
ネ
グ
ッ
チ
ス

(
ω回
目
出
に
由
開
口
出
ロ
苫
片
山
田
)
に
着
手
せ
ん
と
意
思
を
決
せ
り
。

余
は
、
少
児
及
び
少
女
が
故
初
二
十
年
間
、
好
果
を
以
て
行
く
べ
き
筏
路
を
傑

一
爪
し
得
た
り
。
彼
等
は
、
余
、
が
立
て
た
る
回
収
越
に
従
て
進
ま
は
、
生
存
競
争
の
問
、
14 

凶
州
難
雨
明
一
h
の
ほ
か
}
免
れ
仰
向
ん
。
さ
れ
ど
、
彼
等
が
将
米
の
述
命
に
凶
す
る
研
究
は
、

余
に
教
ゆ
る
に
、
岡
山
本
及
び
社
会
は
、
そ
の
男
女
公
民
上
、
口
火
へ
に
、
保
護
を
い
デ

へ
、
彼
等
の
生
命
、
彼
等
の
元
気
及
び
彼
等
の
執
業
力
を
保
つ
ベ
く
、
換
一
…
一
一
日
せ
ば
、

国
家
全
体
を
し
て
そ
の
寿
命
線
を
向
上
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
以
て
す
。

余
が
研
究
の
目
的
は
、
ム
7

代
凶
民
が
そ
の
生
存
力
を
強
く
し
、
川
い
対
泣
を
地
し
、

将
米
、
そ
の
貴
重
な
る
経
験
に
山
て
得
た
る
無
限
の
山
口
川
力
を
応
用
し
て
、
永
く
同

家
及
び
社
会
を
利
し
、
子
認
に
知
能
と
、
勉
劫
と
の
好
例
を
伝
る
こ
と
を
証
せ
ん

と
す
る
な
り
。

一
闘
に
は
、
そ
の
到
の
経
済
的
主
義

(
F
S
N
E
H
g
F怠
門
店
山
由
白
〉
あ
り
。
又
、

倫
班
的
主
義
(
丘
町
H田
口r
g
H
H
M
8
2怒
る
あ
り
(
原
訟
は
引
用
者
附
今
日
山
〉
。

欣
に
そ
の

注
意
を
以
て
議
杭
せ
る
諸
力
を
、
日
十
く
尽
減
し
去
る
や
術
は
、

A

ル
ら
れ
こ
ん
問M
q
J

一
ふ
れν
b
v
コ
コh
H
J
d
J

べ
か
ら
ず
。
又
た
岡
山
本
に
は
、
法
律
(
の
2
2
N

ぬ
白
ゲ
ロ
ロ
也
、
術
生
ハ
Z
U刊
投
開
口
問
)
、

徳
義

(
Z
o
g日
)
の
如
何
な
る
方
法
に
出
て
、
者
者
を
強
く
し
、
又
た
如
何
な
る

側
担
に
於
て
、
之
宮
公
務
に
使
用
す
る
か
を
研
究
す
べ
き
義
務
あ
る
な
り
。
(
以
上

同
郎
H
日
日
第
頁
)
(
訳
市
第
二
頁
五
行
H
M
ま
で
〉

(
中
略
〉
「
人
績
は
、
身
体
及
び
精
神
を
、
小
山
悶
良
に
進
め
、
ぃ
同
川
町
に
進
む
る
を
得
。

ハ
え
れ
恋
人
知
能
の
企
て
及
ぶ
所
に
し
て
、
亦
た
不
可
抗
の
事
実
な
り
。
(
原
書
で

は
、
阿
山
吋
吋
閉
山

n
y
r但
吋
苫
円
出
口
印
叩
吋
巾
H
H
M
仲
間
日
目
H∞
開
口N

山
田
同
会
巾
己
ロ
日
間
口
ぬ
}
)
州
民
間

J々

と
凶
吋r
a
F

円U
m
・
5

白
血

n
y
o口
開
門
委
ロ
ゲE
-
(同
知
的Y
向
白
口
出
ロ
ゲ
g
m
刷
巾
印
門
店
巾
ロ
富
田

O
Jぐ
O
Z
}ら
名
目
円
日
付
y

何
回
目
印
ぬ
巳
印
片
山

m
N
C
H
U
H
凶
町
田
出
巾
門
出
ロ
ロ
ロ
ル
開
門
出
品
吋
開
口
問
。
江
田
円

r
E
X
2
・
)
(
二
ア
バ
中
央
〉

一
方
に
は
人
命
の
伽
値
及
び
知
能
、
他
方
に
は
医
学
衛
生
学
共
に
顕
著
の
発
達
、

全
地
球
に
於
け
る
死
亡
の
減
少
及
び
人
労
の
延
長
を
致
せ
り
。
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町
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Z
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田
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口
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門
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口
N
S
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H
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k
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g
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Y
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n
z
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2

民
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回
目
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高
ロ
ロ
仏
仏

2
5

守

告
N
E
2
7
3

者
仲
間
的
自
由
口
E

『
仲
間
同
山
田
口
仏
巾
門
出
品
目
片
山

E
σ
g

仏
巾
ロ
ロ
g
n
y
包
口
問
ロ
5
1

出
巾
口
一
行
ロ
ロ
グ
巾
ロ

ロ
ロ
門
山
白
山
口
市
開
吋
r
o
v
c口
同
州
門
凶
巾
吋

m
F
M口
}
内
ぬ

m
wロ
ぬ

(
同
町
一
円
ω
門
出
門
ゲ
ロ
ロ
日
戸
戸
内
町
民

問
、
巾
}
〕
叩
ロ
邑

1
2
H巾
円
一
口
弘
司
門
ぬ
田
口

M
w
m
w
H

凶

J
J
H巾
}
付
ぬ
向
日
山
内

E
m
-
-
)
一
一
品

(
中
略
〉
勿
論
、
多
々
の
現
象
は
、

の
生
存
を
脅
迫
す
。
是
れ
争
う
吋
ら
ざ

る
心
事
実
な
り
。

の
発
達
、
交
通
状
態
、
そ
の
他
の
お
物
は
、
人
民
を
し
て
山

村
野
盟
を
辞
し
て
、
海
郷
、
都
市
に
移
ら
し
む
。
又
た
自
然
に
違
背
す
る
小
児
脊

設
の
危
険
、
近
位
教
脊
の
不
適
当
、
非
衛
生
的
服
装
、
父
何
よ
り
小
児
の
隔
離
、

結
核
病
及
び
徽
議
、
過
度
の
欽
治
等
山
即
日
延
ふ
べ
き
現
象
に
し
て
、
多
々
方
面
、
川
川

之
、
鮪
狂
院
鳩
加
の
如
き
、
少
年
犯
罪
の
如
き
怨
む
べ
き
事
実
を
以
て
之
を
証
す
。

他
の
関
係
に
於
け
る
進
運
は
、
結
局
、

の
不
利
を
圧
迫
す
る
こ
と
疑
ふ
ベ

く
も
あ
ら
ず
。
中
世
紀
、
殊
に
都
市
の
繁
栄
に
向
へ
る
頃
ま
で
は
、
労
働
社
会
の

家
族
に
於
け
る
養
育
及
び
秩
序
は
、
今
日
よ
り
厳
正
に
行
は
れ
た
り
し
と
云
ふ
が

如
き
は
、
之
を
許
す
と
す
る
も
、
人
苛
し
親
く
本
物
に
就
て
熟
考
を
試
み
な
ば
、

怨
む
べ
き
衛
生
状
態
、
憐
む
べ
き
狭
陥
な
る
'
家
展
、
不
潔
な
る
市
街
、
本
建
長
な

;
i
!
;
 

る
執
業
所
、
不
完
全
な
る
病
院
設
備
、
精
神
病
者
に
対
す
る
人
非
人
的
処
肢
は
あ

ま
た
他
の
好
良
な
る
状
況
よ
り
も
、
進
に
重
大
な
る
人
民
健
康
上
に
不
利
の
結
果

を
致
し
し
こ
と
を
祭
す
ベ
し
。
(
中
時
〉

以
下
注
目
す
べ
き
視
点
と
し
て
「
科
学
技
術
の
進
歩
と
蹴
欧
主
義
」
に
就
い
て

原
書
で
は

か
ら
ふ
ハ
頁
、

で
~j: 

か
ら
十
五
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
、
大

詩
人
ゲ
テ
i
ハ
の
。
丘
一
戸
)
、
シ
ョ
ッ
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、

一
ッ
チ
ェ
ー
に
つ
い
て
は
メ

ビ
ュ
l

ス
(
足
。
玄4
F
M
Y
』
・
)
氏
の
研
究
(
5
0与
を
引
用
し
、
次
の
様
に
リ

ン
ド
ハ
イ
ム
は
結
論
し
て
い
る
。

「
今
や
奇
人
は
、
左
の
如
く
信
ず
べ
き
な
り
。
人
類
の
現
在
を
以
て
、
危
険
な
る

無
用
物
と
す
る
学
説
は
、
人
体
に
、
際
病
的
性
質
あ
る
に
基
き
た
る
な
り
。
蓋
し

ド
単
純
せ
る
哲
学
者
が
、
少
壮
時
に
於
て
説
教
せ
し
主
義
も
老
年
に
於
て
、
之
を
不
日

認
し
た
り
と
す
れ
ば
、
版
社
主
義
の
指
導
は
、
人
類
の
発
達
に
不
利
益
な
る
も
の
、

吾
人
は
、
愈
々
安
全
に
、
之
を
主
張
し
得
ぺ
き
な
り
。
反
之
、
仮
拠
あ
る
楽
観
主

哉
は
、
仮
令
、
臨
本
に
不
幸
な
る
も
の
あ
る
も
、
人
の
立
回
目
を
し
て
、
人
類
生
存

の
目
的
は
、
夫
造
物
を
完
成
し
、
心
ノ
~
を
議
同
化
す
る
に
あ
り
と
云
ふ
こ
と
に
趨
か
し

む
る
を
以
て
正
当
な
り
と
す
。

人
海
は
、
惑
に
一
知
絡
す
べ
か
ら
ず
。
可
能
的
方
法
を
以
て
、
み
/
~
を
延
長
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
と
お
ふ
立
見
に
従
て
、
現
代
隣
家
の
状
態
を
発
川
氏
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」

と
五
ふ
わ
け
で
「
ω
同
日
ロ
巴8
5
2
c

苦
」
(
老
人
論
)
を
古
川
顕
三
、
が
吋
川
内
海
利
国

と
和
訳
し
た
意
味
が
即
解
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。

つ
ぎ
の
リ
ン
ド
ハ
イ
ム
の
主
明
は

の
日
的
に
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
繁
を
い

と
は
、
ず
、っ
さ
つ
け
る
。

「
人
組
生
存
の
備
位
に
就
て
は
、
今
日
、
恋
人
は
フ
ゥ
エ
ラ
ン
ド
(
出
口
主
如
何
回
子

。
}
凶
吋
片
山
件
。
ち
君
子
向
日
門
出
〉
氏
の
所
見
に
川
似
る
説
明
を
な
す
能
は
ざ
る
な
り
。
五
日
人
、

こ
の
僻
値
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
人
類
生
存
に
対
す
る
経
済
的
価
値
の
総
額
を
眠
中

に
収
め
、
全
く
新
に
造
れ
る
障
問
な
る
法
憾
の
上
に
之
を
問
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」

「
こ
の

上
述
の
価
値
を
発
見
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
。
眼
前
の
け

の
目
的
は

的
、
亦
た
期
の
如
し
。
さ
れ
ば
、
先
づ
以
て
、
こ
の
石
限
点
よ
り
迷
し
得
ベ
き
方

法
に
於
て
、
人
類
の
生
命
を
考
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
余
は
、
此
の
方
針
を
以
て
、

心
事
業
を
進
め
た
り
。
加
し
て
織
新
無
例
の
事
業
、
特
に
熟
迷
の
補
助
者
を
得
て
、 ガ 111顕三三 (1848-1924) のこと15 
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始
て
成
功
せ
ら
る
べ
き
を
悟
れ
り
。
悶
だ
に
於
て
、一
の
問
題
は
起
れ
り
。
蓋
し
そ

の
問
題
は
、
事
業
が
、
確
か
に
社
会
統
計
的
性
質
を
帯
る
こ
と
に
就
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
方
面
、
即
ち
医
学
家
、
科
学
家
、
行
政
者
、
財
政
者
及
び
保
険
者
の
側
よ
り
、

之
を
証
明
し
得
ベ
き
と
一
五
ふ
に
在
り
。
此
の
点
に
就
て
は
、
余
は
、
前
著
サ
ル
チ

ー
ュ
l

ウ
ェ
ン
ツ
チ
ス
∞
回
目
口
広
」
5
ぉ
E
C
片
山
田(
N
〉
ロ
山
田
ぬ
由
・
匂
吋
田
口

N
H
)白
ロ
昨
年
内
問
・

4
5
8
3
0
3

に
於
て
述
べ
た
る
所
を
取
て
、
之
を
碍
陳
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の

み
。
」

と
、
リ
ン
ド
ハ
イ
ム
は
さ
ら
に
つ
い
A
け
て
「
本
題
研
究
の
基
礎
」
を
の
ベ
て
、
率

直
に
各
篇
に
お
け
る
助
力
専
門
家
の
名
を
記
入
し
た
が
、
博
識
学
友
と
の
共
著
で

は
な
い
、
自
ら
の
義
務
保
持
の
上
で
主
張
こ
そ
す
れ
、
参
考
報
告
者
に
対
し
て
は

謝
意
を
公
式
に
表
明
し
た
上
で
、
こ
の
編
著
事
業
の
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
云

ひ
、
で
」
の
事
業
〈
者
白
井
由
)
は
、
断
訟
及
び
治
病
の
参
考
と
な
る
べ
き
も
の
と
は

考
ふ
べ
か
ら
ず
、
こ
は
緊
切
に
し
て
、

且
つ
本
新
を
要
す
る
範
湖
に
対
し
、
侍
む

ベ
き
根
拠
を
以
て
、
学
理
的
に
築
造
せ
る
立
法
及
び
行
政
上
の
基
礎
に
外
な
ら
ず
、

事
実
、
近
世
各
国
に
於
て
人
民
奔
放
の
価
値
を
十
分
に
調
査
し
、
之
を
説
明
し
て
、

そ
の
陪
切
を
以
て
悶
家
及
び
社
会
の
要
求
に
結
合
せ
ん
と
す
る
試
験
に
過
ぎ
ず
」

と
こ
と
わ
っ
て
い
る

で
六
頁
か
ら
七
頁
、

で
一
二
頁
)
。

こ
こ
か
ら
、

リ
ン
ド
ハ
イ
ム
は
本
論
の
結
別
及
び
総
材
料
の
説
明
を
す
る
の
だ

が
、
こ
れ
は
す
で
に
前
出
の
研
究
課
題
と
専
門
家
の
氏
名
字
詰
る
し
た
と
こ
ろ
を

み
れ
ば
、
す
む
こ
と
な
の
で
割
愛
し
て
、
円
以
後
の
節
、
「
古
老
の
名
誉
」
(
]
日
円
相

門
戸
四
5
0
2
2
8

回
目
仲
良
一
〉
(
原
誌
で
十
一
頁
の
下
、
訳
者
で
ニ

O
頁
〉
を
紹
介
し
て
、

書
五
O
一
頁
・
訳
書
で
約
一
千
五
の

の
概
説
を
お
わ
る
こ
と
に
す
る
。

「
一
札
口
人
は
反
対
無
く
、
競
争
も
無
く
、
こ
の
喜
ぶ
べ
き
成
績
(
死
亡
を
減
ら
し
、

寿
丞
-
V
}
消
す
こ
と
の
事
業
i

丸
山
注
)
に
達
し
得
じ
。
之
に
就
て
は
、
人
正
に
己

16 

を
欺
か
ず
。
少
年
に
は
或
る
時
期
ま
で
、
そ
の
生
命
を
完
全
に
、

ー
っ
充
分
に
茜

成
し
、
支
配
せ
ん
と
す
る
希
望
あ
り
、
随
て
、
多
々
学
ぶ
べ
き
必
要
を
生
ず
。
こ

の
期
翠
は
、
今
よ
り
無
設
の
勢
力
を
以
て
、
そ
の
少
年
を
間
擁
す
な
り
。
人
あ
り
、

老
人
に
向
て
日
く
、
去
れ
、
汝
そ
の
府
を
。
余
将
に
其
の
場
に
必
さ
ん
と
、
人
道

(
剛
山
口
H
U
m
s山
仲
間
同
)
の
光
輝
は
、
新
時
代
の
利
己
主
義(
F刷
。
町
田
自
己
印
〉

を
被
ふ
。
近

欧
社
会
の
志
向
(
自
与
さ
ロ
巴
は
、
多
々
の
関
係
に
於
て
、
斯
の
如
く
認
め
ら
る

ベ
し
。

そ
の
方
法
は
邪
教
包
丘
町
宵
巾
〉
を
煽
動
せ
ず
、
百
千
年
以
米

さ
れ
ど
、

保
護
せ
ら
れ
た
る

(
ゲ2
1
P
V
3
8
C
E
ロ
仏
担
問
訪
問
〉
に
基
き
、
こ
の
知
識
若
く

は
少
く
も
経
験
の
性
質
は
、
之
を
人
に
帰
す
ベ
し
。

M
A
K
放
に
そ
の
百
千
年
前
、

臼

に
真
正
と
知
ら
れ
た
り
し
主
義
、
今
日
新
開
化
国
民
、
例
之
、

日
本
人
の
如
き
も
、

取
て
以
て
応
用
す
る
所
の
主
義
、
一
新
化
の
元
気
旺
感
な
る
文
化
的
社
会
指
導
者
に

対
す
る
尊
敬
、
古
人
が
吾
人
に
注
意
し
、
十
世
人
に
教
訓
し
た
る
精
神
は
、
永
く
之

を
忘
却
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

ハ
の
門
戸
H
口
仏
出
向
仲
N
P

者
向
日
ロ
ゲ
由
〈
。
円F
r
H仲
間
口
町
四HM仏
白H
M

印
ロY
C
H凶
即
日
由
者Y
R
R
F
S

ロ
件
当
。
丘
町
一
ロ
田
町
ロ
門
「
ロ
ロ
(
同
会
開
氏
ロ

r
r
g

片
品

m
wロ
N

吉
田
O

ロ
円
山
由
岡
田
島
町
古
∞

g

己
目n
r
m店
内
間
同
門
叩
ゲ
凸
ロ
円

H
2
2
2
一
。
ロg
w
d
〈
ぽ
N
C
B
H凶
白
山
田
立
冊
目

丸
一
白
凶
呂
田
口
R
E
a
m
s
s
R
r
g
-

〉
口
開
〈
巾
円m
F
Hロ
ロ

m
F
H
ロ
ロ
印
白
吋
叩

什
内
山
口
ぷ
}

開
門
戸H
S
E
4

島
町
ロ
庄
町
門
知
江
田n
r
g
g

仏
印
。
N
E
E
H
J
W
Y
H
m
円

r
H
Z
2
N
S
i

仏
2

m
H
O
P
B
O
巳
丘
町
♂
当
向
日
岳
町
広
岡
阿
部
ふ

m
g

〉
円
仲
良
宮
古
叩
ロ
ロ
ロ
(
同
〈
四
日
r
H開
口

F
V
H
R
H
M
W

4司
C
日
目
白
口
袋
町
門
同
m山
田
者
向
∞
目
出
口H
n
yけ
〈
叩
片
的
町
田
出
向
ロ
・

原

何
回
ゲ
伊
丹g
n
y

問
。
ロ
日
常
ぬ
白
m官
官
ロj
〈
C
H

〉
m町
田5
2
5
0

口
一
〉

〔
追
記
〕
「
医
学
史
研
究
」
第
十
一
号
(
一
九
六
一
一
一
年
十
一
月
〉
五
三
一
良
に
リ
ン
ド
ハ
イ
ム

の
三
部
作
の
こ
と
に
ふ
れ
た
捌
稿
あ
り
。
参
照
さ
れ
た
ら
本
誌
。
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年
〉
泣
稿
)
の
こ
v
乙

「
聖
運
録
」
(
或
は
「
本
朝
大
統
記
」
〈
一
九
二
四
年
・
大
正
十

入

の
ち
改
め
「
本
抑
制
大
統
記
」
の
こ
と
は
、
「
七
、
保
存
利
割
論
の
こ

リ
ン
ド

ハ
イ
ム
の

予判吋

トー-<

州
内
向
日
)
~
丹
市
}
・

と
」
と
不
隊
不
即
で
あ
る
と
私
は
断
定
す
。
そ
の
理
由
は
、
次
に
あ
る
。

の

m
u
a
M
ベ
枕
式
日
九
山
内

中
殺
の
給
与
よ
6

日
昨
句
川
町
化
加
す
。
之
を
…
川
町
内6た
ら
し
め
r
n合
、
4
h
k
k
nる
。

行
人
口
以
上
の
結
果
を
一
日
t

て
‘
次
の
加
〈
之
ぞ
治
問
r

る
も
科
ベ
し
c

中
山
れ
の
以
よ
b

以
降
.
H
V一
句
為
次
の
江
川
リ
川
、
お
次
に
別
加
す
一
刊
し
…
一
一

d
l
A
4
m
役
役
、
一
昨

民
ゆ
せ
A
ヲ
C
3

れ
と
、
同
立
の
4
M如
、
会
中
刊
担
中
は
、
明
叫
山
氏
山
4
均
年
討
の
筏
に
立
て9
0

只
。
、
一
同
ι

り
か
十
万
五
一
六
~
口
斗
問
は
.
M
れ
危
に
任
。
h

。
山
之
烈
J
4
.託
公
は
、
問
民
投

汚
と
疋
比

U
M・d
乙
以
て
い
仰
u

灼
せ
る
佐
川
ね
ず
ち

そ
の
成
れ
佐
治
夜
之
政
~
石
川
合
引
る
に
も
削
ず
、
常
に
悶
民
よ

b

高
齢
乞
m
wて
&
9
0

E
d州
及
び
之
に
作
ム
別
町
令
、
在
忍
話
九
却
の
努
力
は
同
氏
よ

A
v
d
u
L

。
。

0
0
0
0

浪
は
誌
幻
在

b
o

o

c

;

;

;

:

;

3

3

2

D

3

3

;

:

 

:
f
戸
c
c
c
f
C
C
C
C
3
0
2
0
0
C
0
0
0
0

イ
見
に
2
r
5
3
，

r
u
o
町
u
q
h
k
‘

f
v
J
f吋
、
-
M
-
f
V

ド
も
の
と
r
。

ロ
令
、
人
、
万
人
の
絞
社
に
釣
し
て
、
児
ゐ

b
v挽
U
も
の
あ
る
芯
と
の
坑
川
中
川
は
、
指
て
少
伐
材

幻
3

以
て
れ
る
た
る
も
の
忍
れ
口
、
ふ
一
の
り
内
ゐ
は
、
む
到
の
桝

u
r
h
a
l
h

切
寸
る
も
の
に
し
℃
、
あ
ら
ゆ
る

有
引
冗
忽
の
向
た
定
歩
内
事
旬
に
刀
し
℃
は
、
敢
て
悦
ら

v
uる
な

b
o

抗
出
は
、
町
通
を
制
限
℃
今
、

関
口
〈
ば
‘
n

人
み
山
花
時
に
判
似
す
ベ3
F
A山
崎
は
、
万
人
の
吃
め
た
る
み
針
に
於
て
、
向
ほ
滋
て
、

阿
究
せ
ら
れ
'
A
Z
K
5
.

a
ヱ
巴
百
件
"
に
仏U
J
H
V
人
m
の
u
n
cえ
が
M
G
U
M

;五

九

γ
向
巾
ロ
∞ny巾
ロ
山
口
門
回
目
吋
〈
巾
諸
問
ロ

m川
町
ロ
ゲ
白
山
片
〈
叶
∞

N
ω色
町
何
日
同
町
)
の
な
か
で
同
)
戸
市
円
、
問
自

}
)
g
a
g
m山
口
口
門
山
岳
昂
吋O
〔
同
出
回
口
吋
出
回
門
戸
凶

8
5

口
出
H
E
]
}
)
門H
2
c
g
g
n
y
出
口
問
問
宮
内
ヴ

論
文
が

ロ
ロ
ふ
問
。
巳
m
u
p
B
口
一8

・
と
題
し
て
む
円
・
呂
田
凶
間
四
5
5
2
w
y

ハ
γ会
ロ
ロ
y
g
)
の

O
去
に
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
古
閃
の

で
は
一
O
五
頁
か
ら
一
九
四
頁
に
、
訳
書
で
は
一
九
O
頁
か
ら
一
一
一
六

の
手
本
で
あ
る
と
私
は
推
定

す
る
。
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Dr. Max Kemmerich の論文

ω
C
W
M
-
ゲ
ロ
ロ
ゲ
]
内
包
門
戸
戸
口

L
H
L巾
}
)
m
w
H
M

印
仏
間
口
品
同
仏
白
血

Die Erτぬ".ぉe uMererCntcnuchull!; 同開Cn 11',: fol i:N\(l~rm~!計哨7.\1
，1mm~nbssen 

1, SeJt dem frilhen Mittelalter 1st dio Lebell~dauer 1n den Kaiser. 
!~mmen ln steH�:em Wachstum becri!fen. rlur dio Periode n~ch dem 
Dreielgj緝rigen Krlege !~ðt clnen geringon Rileksehlag orkcnnen. Jedoeh 
包，b das Lebansa!ter dor Filrstcn wahrcnd des gan::en Mittcla!ters hinler 
<:Iem der Ourchschnillsbev�!kerung dor Oegonwart i:uruck, nur in der 
Per�de vロn 1450 bi!r. 1600 kam es lhm C1eich. Oarau電 org1bl !:1ch, da゚ 
dieLeben富山ue: 111 gera品m Verh~ltnl怠 zur KuUur 副nes Volkω sleh! 

2 , Die hõchste阿 Slàndo haben Ircll: dergrcOen Oelahro向 ihres Be 
rufes slets e;no wesent!�cl1 hohore Lebensdaucr gehabt als die Obrige 
eo~ölkerun c:， woraus d肝 leben~verl加伊mωεnflußd師 Wohl$t3ndes

¥md s副ner Segleilerscheinungen relõ川tierl

3.01e 凶凶er geUende An日hauung， da゚ der Fo巾thrittdeドr Ku!tur 
und der wach包endo Reichlum zur Oegeneralion filhre, 1st 41so grund. 
!;lsch, vielmehr verUngert ~ich die L盆 bensdsuer mit dcn Fortsehrillen 
der Kul¥ur und $inkl mlt diescn 

4. Am bodeulendsten isldie Sle�erung d固 r Lebensdaueriml9.Jahげe

hijnd・ rt， und zwar auch hiergrるßerbωdenhöc日hsten Familien IIlsinder 
Cuamtbev創kerung， Und zwar ist niehl nur 副e K1nder!:tert刈chkeilun&e.

ま
ず
、
ケ
ム
メ
ル
リ
ノ
ヒ
の
「
独
逸

凶
J叶
及
び
王
の
系
統
に
於
け
る

及
び
死
闘
い
の
訳
文
を
よ
ん
で
、
次

に
「
型
連
銀
」
の
原
稿
を
よ
め
ば
、

疑
う
余
地
の
な
い
類
似
性
を
発
見
す

る
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
涼
書
の

一
頁
と
、
訳
書
の
三
五
八
頁
の

コ
ッ
ピ
!
と
、
「
聖
述

の
統
計

の
項
日
を
比
較
す
る
だ
け
で
充
分

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
そ
れ
を
の
ぜ
る
。

土
問
問
の

の
最
初
の
手

稿
で
は
、
「
凡
例
」
あ
と
で
赤
イ
ン

ク
で

と
改
め
ら
れ
た
も
の
、

「
本
朝
大
統
記
の

を
引
用
し

て
お
こ
う
。

↓4
3
一
制
作
設
の
主
段
は
、
m
Kく
も
我
{
間
以

窓
陛
代
の
御
事
滅
的
川
を
収
録
し
て
、
巾
家

7哲郎jlJî三三 (1848-1924) のこと17 
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院
に
備
へ
、
以
て
児
孫
を
し
て
、
其
の
一
刻
を
窺
知
せ
し
め
む
と
す
る
主
り
。

誌
に
天
神
七
代
地
神
双
代
の
系
諮
を
載
す
走
れ
皇
室
の
淵
源
な
切
に
せ
む
る
為
な
り
次

に
人
白
沢
一
一
一
O
代
の
御
経
般
企
記
す
。
蓋
し
我
ゑ
は
大
古
よ
り
今
日
に
一
全
る
迄
一
糸
乱
れ

す
述
約
縦
続
し
て
火
の
焔
々
た
る
水
の
お
々
た
る
が
如
き
を
一
詠
す
に
足
る
。

神
武
術
御
即
位
よ
り
孝
明
情
崩
御
に
至
る
約
一
一
五
O
O
年
に
当
る
な
り
仙
く
仮
に
五
期

に
分
す
各
期
五
O
O
年
と
す
是
れ
蒸
し
史
実
の
前
五

O
O
年
に
於
る
と
後
刀
O
O
年
に
於

る
と
を
比
較
し
て
そ
の
変
選
如
何
な
窺
知
易
か
ら
し
め
ん
と
す
な
り
。

各
開
州
各
市
の
御
経
際
な
記
す
る
に
当
て
、
共
の
御
父
母
の
名
、
御
誕
生
、
立
太
子
、
御

践
幹
…
リ
V
〈
は
御
則
仏
紙
、
市
附
佼
又
は
崩
御
の
年
月
日
、
梨
市
対
、
山
県
妃
等
白
五
回
刀
、
山
山
肌
等
載
せ
て

泌
す
こ
と
な
し
。

皇
妃
の
御
年
齢
は
光
仁
術
以
前
に
ふ
牝
て
は
之
を
載
せ
ず
、
間
芯
れ
持
者
の
浅
学
山
人
卜
求
め

州
刊
さ
る
に
凶
る
。
而
し
て
そ
の
以
後
は
息
応
、
小
宮
、
准
E
γ
~
，M
の
御
年
齢
は
大
概
之
を
殺

す
と
断
と
も
妃
、
政
ハ
待
以
下
に
至
り
て
は
之
を
詳
に
す
る
な
符
す
、
何
と
な
れ
ば
そ
の
兆

卒
の
年
月
日
は
史
上
之
を
記
す
れ
と
も
、
そ
の
生
年
月
に
奈
て
は
記
さ
る
も
の
多
か
れ
ば

な
り
。

后
妃
叫U
Vの
内
、
皇
制
ゲ
日
記
女
ι在
住
み
し
者
あ
り
、
4
Jま
さ
る
者
あ
り
、
江
(
の
小
一
みL
者
は

生
ま
さ
り
し
者
に
比
す
れ
ば
兆
一
た
多
し
。

山
市
川
刈
泉
女
の
数
及
び
抗
ハ
の
多
少
口
切
に
之
を
記
す
。
然
れ
と
も
只
の
御
際
経
に
民
十
一
て
は

或
は
之
を
記
し
、
成
は
記
さ
す
。
其
の
御
年
齢
の
如
き
は
或
る
時
代
に
於
て
は
初
公
不
能
、

放
に
そ
の
統
計
は
殺
せ
す
。

各
市
川
の
御
宇
に
於
る
史
実
の
山
同
右
中
市
川
一
の
機
運
に
関
係
あ
る
者
及
び
問
問
家
の
安
危
に
関
係
あ

る
も
の
は
只
の

a

裂
を
摘
し
て
之
な
添
録
す
。

ミ
ゴ
二
ゴ
一

1
1

J
ノ
1
J
i
h
叶
よ

編
者
誌

ふ
が
間
顕
一
一
一
の
最
終
稿
で
あ
る
正
写
原
稿
で
は
、
円
以

J初
の
原
稿
表
題
「
型
連
銀
」

が
「
本
朝
大
統
記
」
と
書
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。
川
以
'
初
の
予
稿
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
用
紙
に
、
第
一
冊
(
一
五O
枚
)
は
「
型
連
銀
凡
例
」
か
ら

-MU
M
 

-
/
 

覧
表
」

ま
で

間
は
五
一
一
一
代
暁
峨
天
白
ぬ
か
ら
七
一
代
後
冷
'
妹
夫
白
川
ま
で
(
一
四
九

i

二
一
一
一
四
枚
)
、
第
一
ニ
冊
は
七
二
代
後
三
条
天
皇
か
ら
「
第
四
期
指
論
」
ま
で
(
二
一
ニ

一
八
七
枚
)
、
第
限
m
mは
第
五
期
第
一
O
一
代
後
小
松
夫

iJ 、

ら

18 

孝
明
天
r民
一
ま
で
(
一
一
一
八
六
四
七
八
枚
〉
の
四
分
間
に
仮
綴
っ
て
あ
り
、
そ
の
第

一
郎
山
の
表
紙
に
「
此
凹
冊
は
不
用
参
考
の
為
存
し
候
、
加
に
半
紙
罫
紙
写
問
附
あ

り
」
と
添
記
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
「
半
紙
罫
紙
写
間
冊
」
の
第
一
冊
、
第
二
川
の
表
紙
に
は

と

3
-
1
ηリ
ヱ
ヨ
、
こ

e
h

、

I
』

ι
『4
b
斗
習
し
ふ
れ
カ

そ
の
文
字
の
上
に
白
紙
を
は
り
、
そ
の
お
側
に
改
め
て
「
本
初

大
統
記
」
と
議
き
加
え
て
あ
る
。
表
紙
に
「
本
文
調
査
一
所
」
「
持
説
済
」

と

i 対

の
註
が
附
附
記
し
て
あ
る
。
本
文
は
築
工
に
浄
書
さ
せ
た
た
校
閲

し
て
い
る
。
第
三
冊
第
開
聞
は
半
紙
一

O
行
罫
紙
に
古
川
白
川
引
中
の
原
稿
が
そ
の
ま

ま
。
七
ニ
代
後
一
一
一
条
天
良
か
ら
「
第
間
期
括
論
」
ま
で
を
第
一
一
一
冊
と
し
、
第
五
期

一
O

一
代
後
小
松
天
山
良
か
ら
一
二
三
代
明
治
天
皇
ま
で
を
第
四
附
に
綴
り
、

川
の
末
尾
に
は
「
第
間
期
一
覧
表
」
が
、
第
四
間
の
末
尾
に
は
「
第
五
期
一

が
添
削
さ
れ
て
い
る
。
「
第
五
期

は

二
代
い
小
山
間
一
大
山
ー
ま
で
の
集
計

去
で
明
治
天
忠
が
除
か
れ
て
あ
る
。

-
二
:

卜

b
土
、
刀

原
稿
と
「
本
初
大
統
一
記
」
原
稿
と
の
m
A罰
で
あ
る
が
、
内

~
終
に
つ
い
て
は

「
一
舟
調
済
」
と
古
川pリ
身
が
表
紙
に
書
き
記
し
て
い
る

泌
り
で
あ
る
か
ら
、

と
「
本
初
大
統
記
」
と
は
古
間
顕
三
泣
柿
と
し

て
は
、
故
初
の
稿
か
川
以
後
の
稿
か
の
ち
が
い
だ
け
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
、
第
一
期
か
ら
第
五
則
ま
で
の
総
括
論
は

ハ
注
l
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
上
で
、
白
川
の
未
発
表
の
原
稿
「
型
連
銀
」
あ
ら
た
め
「
本
初
大
統
記
」
止
を

紹
介
し
、

こ
の
こ
と
で
筆
者
は
市
出
を
生
命
(
寿
命
)
統
計
山
本
と
し
て
位
院
づ
け

て
み
た
。
民
家
と
統
計
家
と
を
兼
ね
た
日
本
に
お
け
る
先
駆
者
は
明
治
期
に
お
い

て
は
矢
野
恒
太
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
設
も
古
川
副
三
を
、
生
命
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(
寿
ん
叩
)
統
計
家
と
は
評
価
し
て
い
な
い
。然し
筆
者
は
彼
の
没
後
五
十
年
を
記

念
し
て
、
彼
を
そ
の
晩
年
に
お
い
て
生
命
(
寿
ん
思
統
計
家
と
見
倣
し
た
い
と
、

そ
の
評
価
の
恨
拠
を
彼
の
リ
ン
ド
ハ
イ
ム
の
ザ
ル
テ
ィ

ゼ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ス
翻
訳

『
向
山
中
対
利
陣
論
』
と

へ
の
法
々
な
る
研
究
活
動
、
明
治
問
十
二
年
六

十
ニ
歳
か
ら
大
正
十
三
年
七
十
じ
歳
ま
で
の
病
苦
と
闘
い
な
が
ら
の
晩
年
の

〈
注
2
)

を
高
く
評
価
し
た
い
。
た
だ
し
「
型
連
録
」
の
統
計
計
算
恨
拠
の
資
料
に
つ
い
て

の
本
の
批
判
は
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
保
惚
す
る
こ
と
に
す
る
。

注
-

本
朝
大
統
記
総
ば
的
論

第
一
郊
八
帝

本
附
仰
の
経
過
五O
一
一
一
年
九
ヶ
月
な
り
、
八
十
税
問
を
治
め
給
ひ
き
、
投
(
の
双

O
一
…
…
年
の
小

七
年
…
0
月
の
ふ
役
佼
時
又
は
宏
子
月
の
践
詐
遅
延
期
あ
り
、
内
ポ
位
同
と
は
年
余
若
く
は
数

年
間
、
皇
位
の
欠
く
る
な
一
万
い
、
践
酢
遅
延
期
と
は
、
前
帝
退
佼
若
く
は
崩
御
と
後
'
川
市
践

怖
と
の
間
に
…
月
又
は
数
万
の
間
隙
あ
る
か
}
云
ふ
、
以
下
に
倣
ふ
。

本
刻
八
帝
の
御
在
位
布
十
数
を
総
計
四
九
一
一
一
年
八
月
平
均
六
二
年
に
当
る
な
り
。

即
位
の
御
年
齢
少
は
一
…
一
二
歳
、
防
火
は
ふ
ハ
二
歳
、
平
均
約
問
問
問
歳
に
当
る
な
り
。

八
帝
の
御
年
殺
は
総
計
八
六
O
年
平
均
一
O
七
段
に
当
る
な
り
。
似
し
一
帝
は
抽
出
の
為

に
市
一
日
せ
ら
れ
給
ひ
き
、
放
に
不
自
然
の
崩
御
と
訟
も
敢
て
妨
な
き
加
し
。

后
妃
の
数
は
総
計
二
四
人
一
常
平
均
一
一
一
人
に
当
る
な
り
。
そ
の
中
忠
男
次
な
生
め
る
者

…
一
一
…
人
、
生
ま
ざ
る
者
一
一
人
な
り
き
。
総
て
本
別
に
於
る
后
妃
の
御
年
齢
は
之
を
詳
に

す
る
を
得
す
。

自
治
労
女
の
数
は
総
計
一
一
二
人
な
り
。

第
二
期
括
論

ム
ヰ
郎
経
過
年
数
は
約
問
七
…
一
一
年
な
り
。
七
帝
及
ひ
一
以
政
后
(
神
功
出
古
川
〉
国
を
治
め

給
ひ
き
。
似
し
そ
の
四
七
一
一
一
年
の
中
山
エ
位
符
設
に
践
幹
悲
く
は
即
位
、
遅
延
合
せ
て
七
年
余

あ
り
放
に
治
国
ハ
渋
政

J危
な
も
含
む
)
の
年
数
は
約
四
六
O
布
十
本
一
小
平
均
五
八
年
余
に
お
る

な
り
。

九
九MM似
の
御
的
少
は
間
二
歳
、
長
は
八
二
段
平
均
六C
Hは
な
り
。

じ
い
畑
一
以
政
后
の
御
伐
位
年
数
は
総
計
間
六
万
年
一
一
一
月
平
均
ぃ
ハ

Jハ
成
半
に
お
る
な
り
。

じ
品
川
及
ひ
一
川
州
政
后
の
御
年
齢
少
は
九
二
成
長
は
…
間
三
次
な
り
御
年
齢
を
合
灯
す
れ

ば
九
二
二
歳
〈
以
政
を
含
む
〉
平
均
一
…
五
ん
は
に
J
M
Jるな
り
。
后
妃
等
の
数
は
総
計
閉
山

人
じ
命
に
之
を
均
分
す
れ
ば
ア
怖
に
対
し
六
人
と
な
る
。
什
片
山

γ
山
日
削
刀
女
を
生
め
る
あ
り
、

生
ざ
る
あ
り
廿
ん
の
生
め
る
者
は
口
口
口
川
百
分
の
口
にJ
w
j
る

0
2
男
女
の
数
は
総
計
一

四
九
人
〈
山
市
士
七
人
皇
女
三
一
一
人
)
慨
に
対
す
る
い
平
均
数
は
二

s

人
強
に
当
る
な

o
 

h
ソ

古
h
H
.
A
J
同
出
F
1
ム
叩

2

一
二

i
j
v
f
j

本
側
別
絞
過
年
数
はm
m六
八
年
そ
の
中
約
…

C
年
一
口
ヶ
月
は
叫
:
位
若
く
は
践
俳
巡
延
に

係
る
残
閉
五
七
年
余
は
一
一
一
双
帝
国
を
治
め
給
ひ
き
。

一
一
一
双
慌
の
小
児
B常
二
七
、
ん
以
南
八
、
又
必
の
女
帝
八
の
中
竹
山
中
枠
二
あ
り
、
仙
叫
に
~
恨
の
正

数
は
一
一
一
一
一
一
な
り
。

九
九
以
艇
の
御
年
齢
は
在
の
如
し
。
…
c
歳
以
上
一
一?
M
m
o
二
O
級
以
上
二
備
。
一
一
一
O
歳
以
上

…
0
情
。
問
。
級
以
上
九
情
。
五
O
歳
以
上
問
z
M
W
C
ム
ハO
絞
以
上
一
二
儀
。
七
つ
歳
以
上
二

俗
。
八
O
歳
以
卜
ぃ
一
様
。

誠
に
諸
常
山
川
佼
時
の
御
年
齢
を
合
計
す
れ
ば
一
五
二o
hは
と
為
る
。
之
を
三
一
一
一
帝
に
均

分
す
れ
ば
山
間
七
年
余
と
な
る
。

御
在
位
年
数
は
慨
し
て
一
知
則
な
り
。
九
年
以
下
二
二
税
、
似
し
二
帝
は
反
件
。
一

O
年

以
上
二
町
村
。
間
五
七
年
余
を
一
一
…
一
一
…
常
に
配
当
す
れ
ば
平
均
口
口
年
余
と
な
る
。

型
浴
少
は
一
八
歳
者
は
一
四
一
…
一
歳
、
尚
ほ
細
別
す
れ
ば
庄
の
如
し
、
恕
存
不
詳
一
。
一

八
歳
一
。
一
一C
歳
以
k

問
。
削
O
歳
以
上
問
。
五
O
H成
以
上
九
。
ム
ハO
歳
以
と
五
。
七
O

成
以
上
六
。
八
二
歳
一
。
八
七
歳
一
。
一
間
三
歳
一
。

総
数
一
一
一
三
帝
の
中
一
一
一
帝
は
御
年
齢
不

rげ
然
の
崩
御
と
-
一
…
口
う
べ
し
。
之
宮
体
開
け
ば
残
一
一
一

C

早
稲
と
な
る
。
仲
代
の
制
御
年
齢
は
総
計
一
八
六
六
歳
と
な
る
。
之
を
一
一
一

O
滑
に
均
分
す
れ
ば
平

均
玖
九
歳
に
当
る
な
り
。

二
七
帝
中
一
一
切
は
后
妃
の
有
無
品
川
な
ら
ず
、
人
小
二
六
帝
に
対
す
る
后
妃
山
や
は
総
計
九
八
、

で
品
川
平
均
間
人
弱
に
当
る
な
り
。
之
の
九
日
日
中
一
一
良
川
河
た
を
生
め
る
者
(
以
下
、
余
白
の

ま
ま

1
1
1

丸
山
註
)

良
川
刀
女
の
数
は
総
計
ィ
八
一
人
、
是
れ
二
七
帝
中
二
.
k
s
怖
の
生
む
一
加
に
係
る
。
余
二
滑

に
は
之
れ
然
し
。
一
八
一
人
を
一
一
五
帝
に
均
分
す
れ
ば
一
平
均
じ
人
強
に
当
る
。
古
川
良
男
女

j1iLE!鎖三三 (1848-1924) のこと19 
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を
区
別
す
れ
ば
男
九
一
一
一
、
女
八
八
な
り
。

第
四
期
括
論

本
期
の
経
過
年
数
は
約
六
一
一
年
六
ヶ
月
な
り
。
其
の
末
期
約
六
0
年
間
南
湖
北
朝
両

立
の
時
と
す
。
唯
五
ヶ
月
の
践
粋
遊
底
あ
り
し
の
み
。
放
に
本
州
刑
諮
a恨
の
御
治
問
削
年
数
は

約
六
一
一
年
一
ヶ
月
な
り
。

本
初
に
は
瓦
O
情
と
北
朝
五
僚
と
あ
り
。
御
治
問
の
年
数
は
総
計
六
一
一
年
之
を
五

O

帝
〈
北
朝
を
除
く
〉
に
均
分
す
れ
ば
ア
恨
の
御
治
問
一
二
年
余
に
当
る
。

御
即
位
時
の
御
年
齢
は
概
し
て
幼
少
な
り
。
幼
は
ニ
歳
、
長
は
五
瓦
歳
。
今
之
を
細
別

す
れ
ば
友
の
如
し
。
一
歳
よ
り
双
成
に
至
る
一
O
a情
。
六
歳
よ
り
一
O
歳
に
至
る
九
帝
。

一
一
歳
よ
り
一
況
絞
に
至
る
ふ
ハ
帝
。
一
六
歳
よ
り
一
一

O
歳
に
至
る
五
'
M
W
。
一
二
歳
よ
り
二

五
歳
に
至
る
一
O
情
。
二
六
歳
よ
り
一
一
一
O
歳
に
至
る
一
一
帝
。
一
一
二
歳
よ
り
一
一
一
五
歳
に
至
る

閉
帝
。
一
一
一
六
歳
よ
り
問
。
歳
に
笈
る
一
情
。
間
一
歳
よ
り
凶
‘
九
歳
に
至
る
二

a
M
m
。
凹
六
歳

よ
り
五
O
泌
に
至
る
0
0
0
五
一
歳
よ
り
五
五
歳
に
至
る
一
帝
。

お
の
表
に
就
て
之
な
鋭
れ
は
…
一O
L成
迄
に
御
践
件
あ
り
し
は
五
O
帝
中
一
一
一
O
e品
川
の
多
に

店
る
。
又
町
役
極
的
の
御
年
齢
不
詳
の
一
好
を
徐
て
凶
九
慌
の
御
年
齢
を
総
計
す
れ
ば
八
四

九
歳
と
な
る
。
之
な
四
九
帝
に
均
分
す
れ
は
一
七
歳
に
当
る
な
り
。

恕
一
一
対
は
総
計
一
一
一
二
八
歳
な
り
。
〈
一

a
M
m
の
例
年
齢
未
詳
の
分
止
な
翁
き
ん
ぷ
四
九
a恨
の
分
)

之
を
平
均
す
れ
ば
間
二
段
に
当
る
な
り
。

后
妃
等
の
数
は
間
一
一
…
一
人
之
を
凶
八
帝
〈
一
帝
は
米
た
御
盗
事
あ
ら
す
一
新
は
不
叫
討
を

除
く
〉
に
均
分
す
れ
は
で
怖
に
対
し
て
九
人
を
符
へ
し
。
就
中
良
男
女
を
生
め
る
者
口
口

人
、
之
を
生
ま
さ
る
者
口
人
あ
り
。

后
妃
山
手
の
御
年
齢
の
知
り
得
れ
る
者
九
一
一
一
人
。
そ
の
知
り
如
何
ら
れ
さ
る
者
一
一
一
一
一
一
九
人
。

走
れ
多
く
は
典
侍
以
下
の
女
官
に
夜
り
。
前
記
の
九
一
一
一
の
御
年
齢
た
総
計
す
れ
は
問
九
一

五
成
と
な
る
平
均
御
渇
八
日
五
二
歳
入
と
な
る
。

臼
就
労
女
の
数
は
六
五
九
人
そ
の
中
内
就
労
一
一
…
近
七
人
、
泉
女
…
一
一

O
一
一
人
、
一
併
に
対
す
る

'
M
m刀女
は
平
均
一
間
人
弱
に
当
る
な
り
。

北
紛
六
帝
〈
後
小
松
帝
を
含
む
)
に
就
て
別
に
統
計
を
設
く
。
即
ち
御
即
位
時
の
御
年

齢
は
一
平
均
二
ハ
歳
。
御
治
関
税γ均
二
一
年
一

0
ヶ
月
。
壁
市
対
五
了
滅
。
后
妃
等
コ
一
人
五
。

皇
男
女
六
人
強
(
忠
男
阻
・
二
、
山
家
女
一
一
弱
)
な
り
。

第
五
期

本
則
の
経
過
年
数
は
約
四
七
剖
年
(
致
級
遅
延
山
ヶ
月
を
八
日
む
〉

本
期
に
属
す
る
諸
P
M
m
は
二
一
一
、
共
の
九
九
見
綴
附
御
年
齢
は
少
は
ム
ハ
成
長
は
四
一
店
印
刷
な
り
。

訪
帝
の
御
年
中
均
を
総
計
す
れ
ば
一
一
一
六
六
歳
に
し
て
之
を
二
二
併
に
均
分
す
れ
は
一
二
歳

と
な
る
。

御
十
位
位
の
年
数
は
四
七
三
年
ー
な
り
。
一
『
慨
に
対
し
←
平
均
一
七
年
六
ヶ
月
に
抑
制
当
す
。
似

し
一
帝
(
後
小
松
『
川
市
)
の
御
在
位
は
約
一
一
一

O
年
な
れ
ど
も
、
民
ハ
の
中
一O
年
は
北
朝
に
印
刷

す
る
を
以
て
滋
に
算
入
せ
す
。

正
勝
及
び
和
技
後
の
諮
ー
恨
の
御
年
齢
は
総
計
一
一
二
八
歳
な
り
平
均
況
一
昨
滅
強
に
当
る
。

后
妃
等
の
数
の
総
計
一
O
一
人
な
り
。
m
刀
情
一
一
一
刻
し
て
平
均
を
採
れ
は
一
a
M
W
に
対
し

て
間
人
弱
に
当
る
。

后
妃
叫
叫
す
の
御
年
齢
は
知
り
符
ら
れ
た
る
者
以
し
。
総
計
一
O
一
人
の
中
知
り
何
ら
れ
た

る
者
一
一
一
人
名
、
知
り
得
さ
る
者
六
一
一
一
人
あ
り
。
災
の
知
り
符
ら
れ
た
る
者
三
人
名
の
御
年

為
は
総
計
一
一O
八
二
歳
な
れ
は
平
均
五
四
歳
と
為
る
。

忠
男
女
の
総
数
は
二
三
二
な
れ
ば
一
僚
に
対
す
る
者
九
人
に
当
る
。
そ
の
中
白
川
引
女
の

別
は
附
川
市
災
に
就
て
悶
け
ん
る
べ
し
。

(
丸
山
註
・
口
は
判
読
で
き
ぬ
文
字
、
。
は
山yf什
、
以
下
お
た
じ
)

20 

い
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者
は
一
九
七
四
年
七
月
二
十
日
の
「
経
済
統
計
研
究
会
・
第
十
八
回
全
国
総
会
」
で

「
労
命
統
計
研
究
の
二
・
三
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
そ
の
日
本
に
お
け
る
州
山
本
郊
に
活

動
し
た
人
物
の
一
人
と
し
て
古
川
山
駁
一
一
一
の
こ
と
を
あ
げ
て
級
官
し
た
。
そ
れ
は
古
川
岡
山
ゴ
一

没
後
五
十
年
を
記
念
し
て
の
さ
さ
や
か
な
退
後
供
設
の
微
志
か
ら
で
あ
っ
た
。

九

寄
附
行
為
の
こ
と

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
問
想
録
』
第
一
二
八
瓦
に
(
一
樹
附
加
・
こ
の
記

十
字
米
た
完
了
せ
ず
、
他
日
更
に
詳
細
を
発
表
す
る
の
時
あ
ら
ん
)
と
の
カ
ッ
コ
付

き
で
、
次
の
記
事
が
あ
る
の
み
、
「
大
正
十
一
年
一
月
大
阪
市
教
育
部
へ
寄
附
し

た
る
京
区
今
橋
二
丁
目
四
十
ニ
訴
地
旧
邸
宅
地
は
二
百
閥
十
二
坪
O
五
勺
に
し
て

時
師
約
五
十
万
円
な
り
」
と
。
然
し
器
開
に
し
て
、
そ
の
詳
細
発
表
が
あ
っ
た
の

か
も
知
ら
ん
が
、
調
査
報
告
を
探
究
入
手
で
き
て
い
な
い
の
で
、

は
こ
の
こ
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と
を
調
べ
た
。

」
の
こ
と
に
つ
い
て
は
司
間
惣
録
』

一
五
八
一
八
一
ペ
ー
ジ
「
私
立
古
田
約

院
の
経
営
」
の
項
が
前
提
に
な
る
。
少
々
、
引
用
が
つ
い
ぶ
く
が
読
者
諒
と
さ
れ
よ
。

「
高
麗
崎
一
丁
目
藤
田
組
事
務
所
(
旧
際
的
伝
三
郎
氏
肘
宅
〉
を
売
却
す
る
と

開
き
、
高
島
柄
之
防
氏
に
依
頼
し
て
、
之
を
山
氏
受
く
る
こ
と
を
中
込
め
り
、
談
以
…

し
て
時
価
一
一
一
万
二
千

に
て
、
我
所
有
と
な
れ
り
、
そ
れ
よ
り
、
開
院
の
市

備
を
急
ぎ
、
同
年
(
明
治

年
)
九
月
に
一
全
り
其
設
備
成
れ
り
、
同
月
六
日
、

間
続
式
を
挙
行
す
、
来
賓
五
百
有
余
名
、
開
院
後
は
、
患
者
意
想
外
に
多
く
、
幾

子
な
ら
ず
し
て
、

の
狭
陥
を
告
ぐ
る
に
至
れ
り
、
於
是
、

旧
総
出
肘
セ
の

部
援
に
土
蔵
一
機
を
殴
ち
て
、
其
地
に
一
二
階
作
り
の
一
概
を
増
築
し
、
吏
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
改
造
し
、
今
橋
二
丁
目
古
間
本
宅
を
は
分
病
室
と
せ

一
以
側
の
土
蔵
を
も
、

り
、
本
病
院
に
は
、
主
と
し
て
、
内
外
科
、
婦
人
利
忠
者
を
取
扱
へ
り
。
(
州
州
市
引
)

開
院
十
二
年
聞
に
は
、
各
種
の
患
者
を
治
療
せ
り
、
就
中
、
開
腹
術
を
行
い
し
こ

と
設
も
多
か
り
き
、
大
坂
府
立
病
院
在
勤
以
来
、
本
院
に
於
て
手
術
し
た
る
卵
巣

袈
限
患
者
の
如
き
は
、
百
五
十
有
余
人
に
及
へ
り
、
〈
卵
巣
混
脆
治
験
報
告
書
二

回
発
行
せ
り
)
其
内
死
亡
せ
る
者
僅
か
に
一
一
一
四
名
の
み
。
病
院
の
閉
鎖
は
明
治
一
一
一

十
一
一
一
年
な
り
き
、
当
時
北
清
事
変
あ
り
て
、
日
本
赤
十
字
社
民
長
に
嘱
託
せ
ら
れ
、

救
護
船
弘
清
丸
に
乗
組
み
、
湖
海
に
出
張
せ
る
を
以
て
、
病
院
を
は
医
員
に
一
任

せ
り
か
は
、
自
然
閉
院
の
態
と
な
れ
り
。
」
こ
の
時
に
ふ
市
出
願
一
一
一
は
歳
五
十
二
歳
。

こ
の
引
用
文
の
項
で
、

の
傍
点
を
附
せ
る
部
分
の
も
の
に
つ
い
て
、
の

ち

に
大
阪
市
へ
出
合
間
し
た
件
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
吉
田
顕
一
ニ
の
葬
儀
の
当
日
、
大
正
十
一
一

大
阪
市
長
関
一
氏
の
弔
詞
の
中
に
罪
判
木
市
今
橋
ニ
住
シ
仁
術
ヲ
業
ト
セ
ラ
ル
、

一
一
月
九
日
の

コ
ト
多
年
、
令
名
夙
一
一
斯
界
一
一
郎
ュ
、
又
常
一
一
ヲ
好
ミ
テ
カ
ヲ
公
益
四
一
致
サ
レ

倣
徳
波
三
口
問
シ
、
大
正
十
一
年
一
月
其
第
宅
ヲ
挙
ケ
テ
木
市
ニ
損
シ
以
テ
市
民
教

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

化
ノ
資
ニ
充
テ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
奈
リ
テ
ハ

ノ
高
義
清
風
執
カ
M
M伸
セ
サ
ラ

ン
』
の
筆
者
傍
点
を
削
せ
る
も
の
に
端
を
発
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
筆
者
の
発
立
の
県
出
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
不
問
に
す
る
。

た
だ
事
実
経
過
を
以
下
、

の
調
変
依
頼
に
関
係
し
て
の
書
類
を
次
に
列
記
す

る
こ
と
か
ら
出
題
解
明
の
順
を
追
う
こ
と
に
す
る
。
筆
者
宛
の
中
山
信
正
氏
の
私

一
一
一
一
同
な
ど
の
公
表
に
つ
い
て
は
や
山
氏
の
快
諾
を
得
た
こ
と
を
こ
こ
に
特
記
し
て
お

く

枚
つ
づ
き
の
全
文
を
そ
の
ま
ま
次
に
か
か
げ
る
。

謹
啓
、
無
事
新
作
を
お
迎
え
に
な
っ
た
事
と
存
し
ま
す
、
扱
昨
年
(
昭
和
五
十
八
年
)

十
二
月
十
六
日
の
公
衆
衛
生
協
会
の
削
州
事
会
の
節
先
生
か
ら
お
話
の
あ
っ
た
吉
田
顕
一
一
一
先

生
寄
附
に
か
か
る
土
地
の
其
後
の
経
過
及
び
現
況
に
つ
い
て
の
調
交
の
件
に
つ
い
て
、
大

阪
市
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
郊
長
の
八
木
さ
ん
に
お
綴
ひ
し
て
周
り
ま
し
た
所
、
去
る

…
月
十
日
調
究
結
果
の
間
報
を
得
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
の
通
り
、
大
正
十
一
年
の
山
引
で
あ
り
土
地
は
大
阪
市
東
区
今
橋
二
丁
民
間

十
一
一
溶
地
二
間
二
・
五
坪
、
建
物
は
当
時
の
一
汗
総
額
で
一O
、
八
一
一
一
八
円
六
五
銭
で
あ
り
、

得
附
防
的
は
教
脊
の
施
設
伐
と
な
っ
て
い
ま
す
。

別
紙
の
資
料
一
の
通
り
で
す
。
即
ち
当
時
の
見
山
似
額
で
六
十
五
万
五
千
百
二
十
五
円
と

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
今
の
金
額
で
は
五
十
億
円
伎
に
な
る
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

災
後
資
料
二
の
通
り
昭
和
九
年
六
月
五
日
分
策
さ
れ
て
民
間
へ
売
、
伐
さ
れ
て
い
ま
す
。

即
ち
、
ム
間
十
二
帯
地
i

一

~
間
十
二
帯
地i

一
一

/
何
十
一
一
審
地
l

一
一
一

ム
四
十
一
一
容
地l
問

ム

i

五

L

t

 

:

l

a

 

ノ
ん
一
ノ

昭
和
入
、
五
、
一
一
況
に
間
十
二
番
地
ー

に
付
き
欠

「
J
A
L
P
ド
片
且
砂
古

f
に
.
コ

i
l
l，
、
l
u
a

に
合
併

i!f FH ，\íl百三三 (1848-1924) のこと21 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



に
分
筑
さ
れ
実
質
上
例
区
闘
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
持
主
が
変
り
ま
し
た
が
、
社
ハ
の
利
用
状

況
は
な
か
な
か
復
雑
で
刑
判
況
で
夜
に
こ
れ
だ
と
す
ぐ
判
る
様
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
柄
、

資
料
一
一
一
の
割
問
で
赤
で
示
し
た
ハ
ヤ
シ
ど
ん
が
間
十
一
一
番
地
の
五
に
当
り
ま
す
。

以
上
が
前
夜
出
米
た
概
況
で
す
が
、
火
叫
附
目
的
の
教
育
施
設
設
の
主
憶
が
と
の
様
に
活

か
さ
れ
た
か
は
今
と
な
っ
て
は
判
り
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
待
問
者
の
了
解
は
得
た
、
も
の
で
あ

ら
う
と
は
思
ふ
し
、
化
叫
附
目
的
が
施
設
伐
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
換
金
し
て
利
用
す
る

と
い
ふ
芯
忘
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
そ
の
金
が
何
所
に
伎
は
れ
た
か
は
判
ら

な
い
そ
う
で
す
。
残
念
な
こ
と
で
す
。
階
、
当
時
で
も
、
今
で
も
、
公
へ
の
寄
附
は
用
途

に
つ
い
て
条
件
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
谷
川
州
を
許
可
す
る
と
い
ふ
形
を
と
っ
て
い

る
の
が
待
通
で
あ
り
ま
す
。

附
、
民
間
へ
売
却
さ
れ
た
昭
和
九
年
と
い
ふ
年
は
九
月
に
室
戸
台
風
が
あ
っ
た
年
で
あ

り
、
多
く
の
小
学
校
が
倒
出
し
た
年
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
復
旧
の
為
の
費
用
に
光
て

ら
れ
た
が
は
光
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
卜
し
の
通
り
で
あ
り
ま
す
の
で
取
敢
え
ず
御
報
竹L
ま
す
。

z
j
i

五
日

1" 
1,\ 

L
l
j
u
T

じ

3
4

J
F
パ
い
b
Hい
パ
1
Fパ
川J

w川
昨
今
(
昭
和
五
十
八
年
〉
十
一
…
月
二
十
七
日
を
以
っ
て
教
育

J者
以
の
任
期
満
了
に
て

退
任
し
ま
し
た
。
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

以
上
が
中
山
一
信
正
氏
か
ら

で
ふ
め
る
。

枚
の

な
お
、
資
料
一
は
寄
問
調
書
の

部
と
大
正
十
一
年
十
二
月
十
三
日
付
教
育
部

か
ら
庶
務
課
長
あ
て
の

ぺ
i

ジ
分
コ
ッ
ピ
l

一
一
一
枚
。

資
料
二
は
市
所
有
地
か
ら
民
間
所
有
地
へ
の
分
筆
変
更
記
録
二
枚
分
コ
ッ
ピ
!

一
枚
。

一
日v
i
-
-
O

ツ

資
料
一
ニ
は
縮
尺1

一ω
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
止
引
の
地
問
一
部
の
コ
ッ
ピ
l

一
-
J
l

以
上
資
料
一
、
二
、
一
一
一
は
公
文
書
の
実
物
を
或
は
公
文
書
か
ら
の

ッ
ク
ス
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

枚寸己、

ロ

資
料

([)? 

r
f
l
吋
J
U
円
!
1
4

'
M
陀
ド
司
M
W
4
月ι

22 

施教
投資 u
~~ノ的

iilli 

数
民
俗
務

地
所
弐
ぼ
凶
拾
弐
仰
町
五
勺

A
L地
L
L
山
総
物
仲
什
伺
一
物
件
允
ハ

此
見
山
似
師
側
絡
ム
ハ
ム

l

万
去
千
百
二
十
五
円

大
阪
市
東
区
今
般
一
一
丁
目
間
十
二
番
地

東
京
市
麹
町
民
下
二
訴
川

4

一J
i
じ
得
池

申
出
ト
し
伽
附
仕
t

正
門

J
4
{

コ

坪
一
一
千
五
百
円

大
正
十
一
年

一
月
二
十
七
日

古
川
駁

資
料

Jコ

J[ミノに x 
1-:=::. ~ 
二;九@
月号

11 

教
乙
第

火
正
十

教
比
吋A部
長
滋

庶
務
深
日
火
山
惚

ぜ
什
月
二
十
八
日
付
庶
乙
第
問
」
ハ
問
サ
ヲ
以
一
ア
御
照
会
相
成
候
古
川
駅
一
一
…
火
山
附
ニ
係
ん
件
ハ

左
記
ノ
通
リ
ニ
候
条
此
段
及
回
綴
候
也

ー
し

一
、
土
地
所
在
放
ニ
坪
数

大
阪
市
東
区
今
続
二
丁
目
間
十
二
番
地

一
、
宅
地
二
所
内
十
二
川
町
五
勺

一
、
建
物
明
約

別
紙
調
書
/
通
リ
(
街
路
j

引
刑
者
)

公
文
書
か
ら
の
記
録
者
の

し
で
あ
る
た
め
に
…
見
わ

の

か
り
に
く
い
の
で
判
読
し
や
す
い
様
に

再
編
し
書
き
あ
ら
た
め
た
。

「
地
帯
変
更
、
住
間
表
示
に
よ
る
変
更
な
し
」
と
の

に
よ
り
、
年
次
阪
に
「
地

訴
」
別
に
、
「
所
有
者
変
吏
い
の
一
覧
表
を
次
の
様
に
作
表
し
た
。

IlLI jJLI 資
約十十大料
不11 二二 IE 二
八千存禄ト
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学
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間
十
二
得
地
i

一
一
よ
な
間
十
二
係
地
一
へ
ん
什
例

刀
口
れ
一
九
戸r
h
J
1
4
4

ふ
J
ャL

H
3
q
/
/
f

ノ

j

二
}
ノ

7
1

山
口
十
二
滋
地!i
一f
i
-
-一
一
円
一
・
双
五
伴

間
十
二
設
地
i

一
一
一0

・
五
川
町
道
路

こ
こ
ま
で
が
市
の
所
有
地
で
あ
っ
た
が
昭
和
九
年
六
月
五
日
分
筆
し
次
の
如
く

市
の
所
有
地
は
民
間
に
転
売
山
氏
さ
れ
た
。
売
買
倒
絡
は
ぷ
入
さ
れ
て
い
な
い
。

昭
和
九
年
七
月
十
六
日
売
貸
さ
れ
所
有
者
ば
次
の
通
り
。

間
十
二
接
地
!
一
民
井

m
m

間
十
二
訴
地
i

間
一
小
川
刷
協
遊

間
十
一
一
薄
地
;
五
竹
内
問
造

問
十
二
孫
地
!
i

ム
ハ
朝
間
卯
一

そ
れ
か
ら
は
私
有
地
と
し
て
、
昭
和
十
九
年
以
降
は
次
の
燥
に
所
有
者
は
変
?
に

1

m
mト
二
詐
地
i

一
は
昭
和
十
九
伴
氏
月
十
七
日
山
附
悦
ぶ
子
へ

間
十
冷
一
議
出
川
i

問
は
昭
和
十
九
年
間
月
十
七
日
出
資

間
十
二
茶
地
i
x
は
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
七
日
伊
燦

以
上
が
資
料
二
の
第
一
ペ
ー
ジ
の
コ
ッ
ピ
ー
か
ら
筆
者
が
整
川
出
し
た
も
の
で
、

次
は
コ
ッ
ピ
i

第
一

ペ
ー
ジ
に
う
つ
る
。
「
収

K
今
橋
一
丁
討
間
十
二
係
地
が
メ

ー
ト
ル
法
表
示
で
地
院
が
、

ま
た
所
有
者
氏
名
一
が
次
の
よ
う
に
、

ま
た
?
を
つ

け
て
書
か
れ
て
い
る
。

四
十
二
議
地
i

a

・2
し
?
し
-
\

一
，
寸
ノz

寸
ノ

.
J
ノ

4
L
L

ミ

2
4
0
H
a

一
J
ノ
ィ
ノ
.
」
ノ
一
一
一
江

L
L

王
、
、
ノ
ザ

J
ノ
J
ノ

.
J
ノ

f
L
H

・1
M
T
L

J
Fノ
『
寸
ノ
.

1'1 山
石 !ìúj
jl'íj 組

(子

I I I 
六五四

林
|経

制
鴨
川
山
氏
子
?
)

次
は
所
有
者
の
変
更
と
、
そ
の
年
次
が
書
か
れ
て
い
る
。

四
十
二
議
地
i

問

不
破
証
券
、
明
和
M
A
、

一
小
紋
不
動
人
体
、
昭
和
明
町
、
小
沢
附
不
動
降
、
問
削

内
卜
二
早
川
山
崎
五

H
l

、

T
F

τ
ホ
1
4
A
f

仁
ね
υ

昭
和
対
一
、
大
阪
託
券
、
昭
和
位
、
政
品
不
動

v段
、
昭
和
拐
、
山
大
統

券
、
附
利
付
旬
、
愛
行
サ
ー
ビ
ス
、
昭
和
刊
句
、
第
一
託
児
庁
、
昭
和
句
、

円
十
二
郡
川
地11
1
Rハ

本
名
れ

J
F
 

W
れ
は
、
調
け
口
一
又

f

作
、
沢
一
行
ヴ
、
羽
月
一
尺

f

u
l
f
F
l
i
b
-

ノ

H
1
5
1
l
j
i

以
上
で
資
料
二
の
制
介
は
お
わ
る
。
こ
の
様
に
資
料
ニ
で
は
大
阪
市
へ
古
川
顕

三
か
ら
寄
附
さ
れ
た
土
地
芥
び
に
物
件
の
利
用
状
況
が
明
ら
か
に
は
、
人
。
/
吏
で
き

な
い
状
況
だ
と
云
う
中
山
信
正
氏
の
結
論
を
彼
の
名
前
に
あ
や
か
り
そ
の
ま
L

信

用
す
る
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、
引
い
〈
は
こ
の
古
川
顕
三
の
大
阪
市
へ
の
寄
附
行

為
の
こ
と
は
、
当
時
の
間
一
市
長
が
弔
詞
で
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
現
在
に

お
い
て
は
大
奴
市
内
に
は
凶
公
立
大
学
で
、
保
か
に
伐
っ
て
い
る
の
は
大
阪
大
学

医
学
部
(
こ
れ
も
近
く
吹
川
市
の
大
阪
大
学
放
地
へ
移
転
の
予
定
〉
と
大
阪
市
立

大
学
だ
け
で
あ
る
。
古
川
顕
三
に
し
て
も
、
間
一
に
し
て
も
、
大
阪
市
民
文
化
の

た
め
に
、
少
か
ら
ざ
る
念
艇
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
等
の
心
事
蹟
か
ら
推
察
に

か
た
く
な
い
。

と
す
れ
ば
、

の
古
川
顕
三
と
の
思
ひ
も
か
け
な
い
関
係
か
ら
、

彼
の
大
阪
市
へ
の
待
問
行
為
の
期
末
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
人
捕

と
一
お
う
も
の
で
も
あ
ら
う
し
、
大
阪
大
半
史
の
史
仰
い
〈
か
ら
も
、
単
な
る
好
事
家
た

る
の
批
判
を
た
と
へ
、

う
け
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
似
し
な
い
、
重
大
な
る
問
題

を
示
唆
し
て
い
る
と
、

は
確
信
し
て

!日:
0) 

に
こ
の
「
九
」
の
主
題
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
問
題
提
起
を
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
程
度
の

事
実
し
か
っ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
も
、
こ
の
調
査
は
大
阪
市
長
秘
書
を
通
じ
て
依
頼
し
た
が
、
工
ミ
工
、
こ

φ
/
古
μ
4
J
ふ
μ
L
V

は
か
ど
ら
ず
、

ひ
に
も
大
阪
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の
任
期
切
れ
の
寸
前
に
た

ま
た
ま
出
会
っ
た
同
学
の
中
山
信
正
氏
の
好
な
で
、
以
上
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

夜間!ìm三 (1848~ 1924) のこと23 
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こ
こ
に
同
氏
の
友
情
を
謝
す
。

然
し
出
題
は
士
口
問
顕
一
一
一
の
こ
と
を
は
な
れ
て
、
こ
の
穏
の
寄
附
行
為
の
一
般
的

問
題
に
も
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
大
阪
常
国
大
学
が
大
阪
医
科
大
学
を

医
学
部
と
し
、
恕
学
部
を
新
設
し
て
、
創
設
さ
れ
た
時
に
、
大
阪
市
民
の
寄
問
者

氏
名
、
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
研
究
諸
施
設
が
悶
に
帯
出
さ
れ
、
そ
の
後
そ
の
寄
附
者

氏
名
の
名
称
を
記
念
す
る
記
念
。
フ
レ
i

ト
に
だ
け
止
め
て
、
侶
有
名
称
を
冠
し
た

施
設
名
称
は
全
廃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
諸
外
隠
の
大
学
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
寄
附
者
の
好
立
を
呼
称
に

冠
し
て
、
な
が
く
記
念
す
る
の
と
く
ら
べ
て
、
今
更
の
様
に
、
い
ろ
い
ろ
の
感
紙

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
本
稿
の
目
的
と
は
関
係
が
あ
る
ま
い
と
許
せ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
こ
れ
以
上
は
述
べ
な
い
が
、
文
化
史
論
を
大
学
史
が
無
視
し

な
い
と
す
れ
ば
一
考
を
願
ひ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

む

び

の
大
阪
大
学
史
へ
の
私
案
に
は
、
故
初
に
は
緒
方
洪
庵
の
逃
設
が
あ
っ
た
。

適
識
に
つ
い
て
は

の
人
々
』
の
著
者
大
阪
毎
日
新
聞
社
記
者
浦
上
五
六
氏

と
肝
胆
相
閉
し
て
、
適
強
記
念
会
の
組
事
と
し
て
筆
者
ら
は
「
門
弟
調
査
」
の

業
を
す
L

め
る
計
制
を
兵
体
化
し
た
。
当
時
の
大
学
事
務
局
長
中
村
新
一
氏
の
協

力
で
、
続
々
の
計
四
は
実
行
さ
れ
た
。
た
と
へ
ば
、
大
学
の
新
講
堂
の
「
こ
け
ら

お
と
し
」
に
新
劇
を
郷
田
忠
氏
の
劇
団
に
演
じ
て
も
ら
っ
た
り
、
緒
方
洪
庵
先
生

没
後
百
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
映
闘
「
洪
庵
と
一
0
0
0
人
の
若
者
た
ち
」

を
製
作
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
パ

l

フ
ォ
!
?
ン
ス
で
あ

っ
た
。

に
、
「
門
弟
調
査
本
業
」
は
「
適
識
改
築
事
業
」
と
と
も
に

24 

々
と
そ

の
文
化
的
事
業
の
成
果
を
あ
げ
つ
L

あ
る
も
、
文
化
史
と
し
て
の
髄
度
上
医
学
・

医
療
の
教
育
と
研
究
の
点
で
の
、

い
わ
ゆ
る
医
学
史
的
課
題
と
し
て
の
研
究
課
題

と
な
る
の
に
は
未
だ
機
が
熟
さ
な
い
憾
が
あ
る
。
す
で
に
筆
者
ら
は
大
阪
大
学
医

宇
部
に
お
い
て
、
「
医
学
史
研
究
会
」
を
創
設
し
(
一
九
六
O
年
)
「
詑
学
史
研
究
」

誌
を
創
刊
(
一
九
六
一
年
)
し
て
現
在
に
い
た
る
も
、
「
大
学
史
研
究
い
の
課
題

は
大
阪
大
学
の
恒
久
的
施
設
に
お
い
て
は
定
先
し
か
け
た
「
大
阪
大

]i 

fド

史
しー

の
完
了
後
に
引
き
つ
い
A

き
実
質
的
な
も
の
に
な
る
で
あ
ら
う
こ
と

を
期
待
し
た
が
、
氏
関
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

そ
れ
は
一
過
性
の

に
お
わ
り
そ

う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
大
阪
大
学
史
紀
要
」
と
は
「
大
阪
大
学
」
の
進
展
と
と

も
に
歩
み
つ
に
け
る
も
の
と
筆
者
は
考
へ
て
い
た
の
で
あ
る
、
が
、

こ
れ
は
妄
想
か
。

「
大
学
」
と
は
文
化
史
的
発
展
の
前
駆
的
役
掛
か
}
果
す
も
の
で
は
な
い
の
か
。
ち時

、-

れ
は
筆
者
の
余
計
な
言
い
分
な
の
か
。

こ
の
拙
稿
「
古
問
顕
一
一
一
論
」
の
目
論
見
は
未
完
の
まL

、

わ
づ
か
に
「
士
口
問
顕

一
こ
の
こ
と
」
に
な
り
、
さ
ら
に
『
回
想
録
』
補
追
に
と
い
ム
ま
り
、
さ
ら
に

の
こ
と
い
に
限
局
さ
れ
、

し
か
も
土
日
間
顕
一
一
一
の
渇
志
に
つ
い
て
の
一つ
の
こ
と

と
「
出
邸
・
宅
地
寄
附
」
の
こ
と
が
、
米
川
知
な
ま
L

「
大
阪
大
学
史

紀
要
」
の
故
終
号
(
?
)
に
掲
載
し
て
も
ら
へ
る
こ
と
は
望
外
の
こ
と
だ
と
感
謝

す
べ
き
こ
と
か
。
創
刊
号
か
ら
指
命
さ
れ
執
筆
依
頼
を
う
け
て
の
吉
間
顕
一
一
一
論
が

こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
不
満
足
と
す
る
も
、
前
後
の
老
体
の
た
め
と

寛
恕
さ
れ
よ
。
他
日
を
期
し
た
い
。

(
ま
る
や
ま

ひ
ろ
し
)

iti 
H己

中
野
操
博
士
は
昭
和
六
十
一
年
一
二
月
一
一
十

一
例
を
ご
ら
ん
に
い
れ
ら
ず
。
残
念
。

日
放
、
行
年
八
十
八
日
成
。
つ
ひ
に
本
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